
部時
に夏認翠嘩瑾§広綴攀」

』

1995 

平成7年

No.1420 三
春
に
は
三
つ
の
春
が
同
時
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
。
ウ
メ
、

モ
モ
r

ー
そ
し
て
、
サ
ク
ラ
で
あ
る
。
長
か
っ
た
冬
の
終
わ
り
を
祝

う
よ
う
に
、
一
斉
に
花
々
が
咲
き
乱
れ
る
。

「
日
本
一
の
サ
ク
ラ
の
里
づ
く
り
L

を
目
指
し
て
い
る
三
春
町

で
は
、
「
さ
く
ら
碁
金
条
例
」
が
制
定
さ
汎
て
お
り
、
町
を
挙
け
て

サ
ク
ラ
の
名
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中

心
と
な
る
の
が
こ
の
「
滝
ザ
タ
ラ
」
で
あ
る
。
天
文
年
間
に
植
え

ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
幹
回
り
九
•
四
m

枝
張
り
は
直
径
二

o
m
に
も
達
す
る
日
本
最
大
の
し
だ
礼
桜
で
あ
る
。
エ
ド
ヒ
ガ
ン

を
紐
種
と
す
る
ベ
ニ
シ
ダ
レ
と
い
う
品
種
で
、
四
月
下
句
、
淡
紅

色
の
花
か
咲
き
誇
る
様
は
、
ま
さ
に
名
に
示
す
と
お
り
f
滝
水
の

落
ち
る
か
ご
と
く
壮
麗
な
姿
で
あ
る
。

町
の
内
外
に
は
こ
の
滝
ザ
ク
ラ
の
子
孫
に
当
た
る
数
百
本
の
し

さ
く
ら
も
り

だ
れ
桜
が
植
ヽ
ん
ら
れ
て
お
り
、
歴
代
の
町
民
か
桜
守
と
し
て
丹
精

込
め
て
育
て
て
き
た
。
滝
ザ
ク
弓
は
一
二
春
町
の
・
々
に
と
っ
て
ふ

る
さ
と
の
シ
ン
ポ
ル
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
文
化
財
鯛
査
官
蒔
田
明
史
）

6

総
慌
•
文
教
行
政
全
般
の
進
展
方
向
／
各
分
野
の
文
教
施
策
の
展
開
万
向

8

す
〈
蜘
巴
怖
匹
筈
宗
3
総
安
in的
四
推
溢
』
•
教
育
改
革
の
推
進
＇

9，
地
域
に
お
け
る
文
教
施
策
の
充
実

／
、
文
教
政
策
の
た
め
の
調
査
研
究
の
充
実
／
「
我
が
国
の
文
教
施
策
」
（
教
育
白
書
）
の
刊
行
／
教
職
員
等

の
生
涯
生
活
設
計
の
推
進

1
0
生
涯
学
習
•
生
涯
学
習
の
振
巽
／
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策

1
2
初
等
中
等
教
育
•
初
等
中
等
教
育
の
概
況
，
，

9，
教
育
内
容
＇
方
法
の
殺
善
／
学
校
週
五
日
制
の

実
施
／
生
徒
指
導
の
充
実
／
進
路
指
導
の
改
善
／
健
康
教
育
の
充
実
／
国
際
化
・
情
報
化
へ
の
対
応
／
萬

等
学
校
教
育
の
改
革
，
／
幼
稚
園
教
育
・
職
業
教
育
•
特
殊
教
育
の
振
興
，
／
よ
り
よ
い
教
科
書
の
提
供
／
教

職
員
定
数
の
充
実
等
教
育
条
件
の
整
備
／
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
、
／
海
外
子
女
教
育
・
帰
国
子
女
教
育
の

充
実
／
外
国
人
子
女
教
育
の
推
進
／
同
和
教
育
の
振
興

冗
吉
塁
豆
教
育
。
嵩
等
教
育
の
現
状
と
整
備
の
方
向
／
，
高
等
教
育
改
革
の
推
進
9

，
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育

の
推
進
／
魅
力
あ
る
理
工
系
教
育
の
推
進
，
／
医
学
教
育
等
の
改
善
，
9

，
'
、
大
学
院
の
充
実
と
改
革
／
国
立
大
学

の
整
備
充
実
等
、
／
公
立
大
学
等
に
対
す
る
助
成
／
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善
／
育
英
奨
学
事
業
の
充
実
‘
9
,

学
生
の
就
職
に
つ
い
て

28
私
立
学
校
・
私
学
行
政
の
概
況
／
私
学
助
成
の
充
実

30
学

盆

皿

研

究

0

学
術
行
政
の
概
況
／
科
学
研
究
費
補
助
金
の
拡
充
／
若
手
研
究
者
の
養
成
・
確
保
／

学
術
研
究
体
制
の
整
備
／
，
基
礎
研
究
の
重
点
的
推
進
／
学
術
研
究
の
社
会
的
協
力
。
連
携
の
推
進
一

34
社
会
蜘
主
言
了
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
社
会
教
育
事
業
の
充
実
／
社
会
教
育
の
諸
条
件
の
整
備

36
ス
ポ
ー
ツ
ふ
言
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
概
況
／
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実
／
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
／
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
／
学
校
に
お
け
る
体
育
。
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

4
0文
化
。
文
化
発
信
社
会
の
構
築
／
芸
術
文
化
の
振
興
／
国
語
•
著
作
権
扇
務
／
文
化
財
の
保
存
と
活

用
の
推
進
／
国
立
文
化
施
設
の
整
備
・
充
実

44
国
際
交
流
・
協
カ
・
国
際
交
流
・
協
力
の
概
況
／
教
育
。
学
術
・
文
化
，
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際

交
流
・
協
力
／
留
学
生
交
流
の
推
進
／
，
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
推
進

48
情

報

化

の

推

道

0

情
報
化
施
策
の
概
況
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
対
応
し
た
文
教
施
策

の
基
本
的
方
向
と
施
策

50
文
教
施
設
・
文
教
施
設
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
等
の
推
進
／
初
等
中
等
教
育
施
設
の
整
備
方
策

／
国
立
学
校
施
設
の
整
備
充
実

5
2
平
成
七
年
度
予
算
／
文
部
省
の
機
樺
定
員
／
文
教
関
係
の
税
制

ー
い
き
い
き
個
性
あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

•
八
千
代
市
立
萱
田
小
学
校
（
千
葉
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

。
三
春
滝
ザ
ク
ラ
（
福
島
県
）

59
人
。
こ
の
道
R
フ
ラ
ン
キ
ー
堺

6
0
私
の
本
棚
か
ら
0

坪
井
昭
三

6
1
教
育
・
文
化
と
地
域
つ
く
り
⑱
•
福
岡
県
矢
部
村

6
4
焦
点
ー
文
教
施
策

6
8
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
r
^

•
北
海
迫
•
東
京
都
•
島
根
県
•
鹿
児
島
県

7
0
こ
ん
に
ち
は
に
つ
ぼ
ん

•
カ
ロ
リ
ー
ネ
・
ゼ
ー
リ
ッ
ヒ

7
2
暉
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
我
が
固
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
叢
前
線

•
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

7
4
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
さ
な
い

。
北
海
道
大
学
免
疫
科
学
研
究
所

77
鑑
賞
席
．

9品
念
特
別
辰

日
本
仏
教
美
術
名
宝
展

7
8
ぼ
く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

；
茨
城
県
岩
瀬
町
教
育
委
員
会

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
•
大
阿
蘇

84
謳
集
後
記

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ
・
面
昇
曼
荼
羅
胎
蔵
界

表
3
文
化
財
紹
介
・
消
埠
後
温
泉
本
館

5
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み

は

る

三

春

滝

ザ

ク

ラ

（

福

島

県

）

三春滝ザクラ（福島県田村郡三春町）

こ大正II年 ID月12日天然記念物指定



時韻こ

喜
―
ー
悶
。
高
度
情
報
適
信
社
会
と
人
間
。
猪
瀬
陪

座
談
会
？
教
育
の
情
報
化
ー
現
況
と
課
題

0

口
出
席
者
）
石
井
威
望
，
苅
宿
俊
文
，
9

，
野
中
と
も
よ
／
深
山

特
集
声
自
ー

@
3
2

ス
ポ
ー

分
野
に

化
の

霊
山
立
山
に
降
っ
た
雷
は
春
と
と
も
に
鯰
け
出
し
、

黒
部
の
淫
谷
を
流
れ
下
る
。
淫
谷
は
宇
奈
月
を
過
ぎ
る

と
突
然
開
げ
黒
部
の
扇
状
地
と
な
る
。
こ
こ
で
流
水

の
一
部
は
伏
流
し
、
扇
状
地
の
あ
ち
こ
ち
で
湧
水
と
な

っ
て
吹
き
出
す
。

「
杉
沢
の
沢
ス
ギ
」
は
、
こ
の
黒
部
扇
状
地
の
末
端
の

湧
水
地
に
成
立
し
、
日
本
海
側
の
多
雪
地
帯
に
適
応
し

た
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
林
で
あ
る
。
沢

ほ
"r,

ス
キ
は
根
元
か
ら
の
萌
芽
性
が
強
く
、
延
び
た
枝
は
印

ふ
く
じ
よ
う

じ
ゅ
う
謳
に
よ
っ
て
着
地
し
根
を
出
す
（
伏
条
現
象
）
。
一
株

か
ら
何
本
も
の
伏
条
し
た
幹
を
立
ち
上
げ
た
特
異
な
樹

型
の
ス
ギ
が
こ
の
林
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

林
内
は
湧
水
に
よ
っ
て
温
暖
で
、
マ
ン
リ
fn
力
や
タ

フ
ノ
キ
な
ど
の
暖
温
帯
の
植
物
と
、
キ
ン
コ
ウ
カ
や
オ

オ
ベ
ッ
ソ
ジ
な
ど
の
黒
部
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
深
山

性
の
植
物
が
混
在
し
r

こ
の
豊
富
な
植
物
層
が
一
層
沢

ス
ギ
林
を
特
徴
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

現
在
、
こ
の
優
札
た
林
を
自
然
学
習
の
場
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、
富
山
県
に
よ
る
整
備
事
業
が
文
化
庁
の

補
助
で
進
ん
で
い
る
。

こ
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

池
田
啓
）

文
化
財
調
査
官

照
。
（
司
会
）
小
口
浩
一

事

例

紹

介

：

2

0

電

子

図

書

館

シ

ス

テ

ム

に

つ

い

て

ふ

術

情

報

ピ

ン

タ

ー

事

例

紹

介

、

2

4

主

体

的

に

自

ら

の

生

活

を

切

り

開

く

生

徒

の

育

成

を

目

指

し

て

生
徒
一
人
一
人
の
個
性
を
伸
ば
す
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

有
効
な
活
用
法
e
岐
阜
隈
板
取
村
立
板
眠
中
学
校

提
言
急
2
8文
教
分
野
に
お
け
る
情
報
活
用
の
将
来
像
•
坂
元
昂

紗

30
頼
ら
れ
る
図
書
館
を
め
ざ
し
て

神
奈
川
県
立
図
書
館
の
場
合
e
吉
田
靱

け
る
情
報
活
用
の
将
来
像
。
大
鋸
順

工
ノ
セ
＇
ら
3
4

学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
育
で
地
域
貢
献
を
｀
雙
羹

塁
塁
文
敦
行
政
に
お
け
る
情
報
化
へ
の
取
組
に
つ
い
て

マ
乃
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
詞
け
て
の
対
応

c
大
臣
官
房
政
策
課
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
政
策
企
画
室

資
料
◎

46

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
対
応
し
た

文
教
施
策
の
推
進
に
つ
て
（
審
議
の
ま
と
め
）
（
要
約
）

と
文
教
施

ー
い
き
い
き
個
性
あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

•
川
副
町
立
川
副
中
学
校
（
佐
賀
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

・
杉
沢
の
沢
ス
ギ
（
富
山
県
）

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ
。
帯
箔
命
匁
土
像

表
3
文
化
財
紹
介
・
大
辮
雨
温
四
墨
践

5
0
人
。
こ
の
道
。
山
口
久
美
子

51
教
育
。
文
化
と
地
域
つ
く
り
⑮
。
山
刹
本
県
牧
丘
町

5
4
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
0
焦
点
ー
文
教
施
策

6
7
私
の
本
棚
か
ら
•
藤
田
良
雄

6
8
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
。
文
化
ニ
ュ
ー
ス

•
青
森
県
・
岐
阜
県
・
鳥
取
県
・
愛
媛
県

7
0
こ
ん
に
ち
は
に
っ
ぽ
ん

・
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
エ
ミ
リ
オ
・
ア
ル
カ
ル
デ

7
2
9
6
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
我
が
国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
叢
前
線

？
ワ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

7
4
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
さ
な
い

；
鳥
取
大
学
乾
燥
地
研
究
セ
ン
タ
ー

7
7
鑑
賞
席
？
共
催
展
消
水
九
兵
衛
展

環
瑛
と
の
親
和
（
ア
フ
，
2
-
ティ）

7
8
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

ょ
北
九
州
市
教
育
委
員
会

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
。
野
菊
の
墓

杉
沢
の
沢
ス
ギ

（
宮
山
県
）

杉沢の沢スギ（富山県下新）11郡入警町）
奇ぶ昭和<l8年 8月4日 天然記念物指定

写冥提供：入善町商工水産課
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解
説
•
4
4総
合
忠
子
科
に
つ
い
て
・
翌
寺
中
等
教
育
局
職
業
教
育
課

事
例
紹
介
田
・
2
4
歩
き
な
が
ら
考
え
る

1

本
校
総
合
学
科
一
年
の
足
跡
•
岩
手
県
立
岩
谷
堂
高
等
学
校

図
•
2
7授
業
実
践
「
産
業
社
会
と
人
間
」
の
取
組
•
三
重
墨
栄
木
杢
塁
等
学
校

固
•
3
0生
き
生
き
と
、
の
び
の
び
と
、
自
ら
学
ぶ

ー
総
合
科
学
科
を
開
設
し
て
•
筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高
等
学
校

国
•
3
3「
走
り
な
が
ら
考
え
て
い
る
」
こ
と

ー
総
合
学
科
の
授
業
展
開
に
つ
い
て
•
和
歌
山
県
立
和
歌
山
高
等
学
校

固
•
3
6全
国
初
の
ミ
ニ
総
合
学
科
は
•
島
根
県
教
育
委
員
会

体
験
記
•
3
9少
し
す
つ
見
え
て
き
た
「
総
合
学
科
」

_
よ
く
す
る
も
、
悪
く
す
る
も
私
た
ち
し
だ
い
•
和
地
麻
美

.
4
2
総
合
学
科
に
一
年
間
学
ん
で
•
飯
島
大
和

ェ
ッ
セ
イ
•
2
2我
か
高
校
生
活
•
笛
吹
雅
子

.
2
0総
合
学
科
の
正
し
い
理
解
を
•
野
原
明

嬰
・
1
8
総
合
学
科
に
期
待
す
る
・
山
握
隆

知
床
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
標
津
湿
原
の
特
色
は
、
丘
陵

ー
湿
原
ー
砂
丘
ー
海
岸
と
連
な
る
地
形
に
あ
る
。
約
六

0
0
0年

前
の
縄
文
海
進
後
砂
丘
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
砂
丘
と
丘
陵
の
間
の

＜
ぽ凹
地
に
泥
炭
の
形
成
が
進
ん
で
現
在
の
湿
原
が
作
ら
れ
た
。

湿
原
に
は
ミ
ズ
ゴ
ケ
を
中
心
に
、
知
床
の
山
系
や
千
島
・
樺
太

に
分
布
す
る
植
物
が
自
生
す
る
。
ミ
ズ
ゴ
ケ
は
高
さ
五
O
c
m
、
直

径
三
m
の
テ
ー
プ
ル
状
の
塊
（
プ
ル
ト
）
を
形
成
し
、
特
異
な
景

観
を
見
せ
る
。
湿
原
の
中
に
は
ポ
ー
川
が
蛇
行
し
、
オ
シ
ョ
ロ
コ

マ
な
ど
が
生
息
す
る
。
こ
れ
ら
動
植
物
を
対
象
と
し
て
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

丘
陵
に
は
縄
文
か
ら
擦
文
に
か
け
て
の
竪
穴
住
居
群
が
、
砂
丘

に
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
遺
跡
が
あ
り
、
標
津
遺
跡
群
と
し
て
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
地
域
一
帯
は
自
然

と
そ
こ
に
形
成
さ
れ
た
文
化
が
広
域
的
に
、
一
体
と
し
て
保
存
さ

れ
て
い
る
。

そ

現
在
、
全
国
一
の
サ
ケ
の
遡
上
を
誇
る
標
津
川
と
と
も
に
地
域

博
物
館
と
し
て
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

（

池

田

啓

）

文
化
財
調
査
官

座
談
会
●
8
総

合

学

科

へ

の

期

待

店

者

召

●

糧

芸

帽

嗜

／

坂

内

和

子

／

巻
頭
言
●
6
創
浩
g
的
な
人
材
育
成
の
た
め
に
・
豊
田
章
＿
郎

特

集

総

合

学

科

高

等

学

校

教

育

の

新

た

な

る

展

開

標

津

湿

原

（

北

海

道

）

ー
い
き
い
き
個
性
あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

•
岡
山
県
立
岡
山
城
東
高
等
学
校
（
岡
山
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

•
標
聾
鷹
（
北
海
道
）

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ
・
法
華
経
晶
宝
盆
呻

表
3
文
化
財
紹
介
•
大
森
祐
筏
比
周
辺
地
域
の

海
苔
生
産
用
具

5
0
人
・
こ
の
道
●
後
藤
正
二

5
1
繋
自
・
文
化
と
地
域
つ
く
り
⑲
・
秋
田
県
能
代
市

5
4
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

5
6
焦
点
ー
文
教
施
策

6
6
私
の
本
棚
か
ら
・
山
口
員

6
7
鑑
賞
席
●
応
挙
展

6
8
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス

•
岩
手
県
・
山
梨
県
・
和
歌
山
県
•
宮
崎
県

7
0
．
こ
ん
に
ち
は
に
っ
ぽ
ん

•
フ
ン
ジ
ャ
・
モ
セ
ス
・
ム
ト
ゥ
リ

7
2
9
6
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
我
か
国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
最
殿
諒

・
ョ
ッ
ト

7
4
科
学
は
い
ま
—
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
北
海
道
大
学
電
子
科
学
研
究
所

7
7
刊
行
物
紹
介

7
8
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

•
岐
阜
県
谷
汲
村
教
育
委
員
会

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
•
み
だ
れ
髪

8
4
編
集
後
記

5
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文部時報ごラ 天然記念物歳時記

（
山
形
県
）

霊
峰
月
山
は
古
来
か
ら
山
岳
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
、
山
伏

に
ぎ

や
多
く
の
信
者
で
賑
わ
っ
て
き
た
。

山
形
県
の
ほ
ぽ
中
央
部
に
位
置
し
、
出
羽
三
山
の
主
峰
で

あ
る
月
山
は
、
海
抜
一
九
八

0
m
、
ア
ス
ピ
ー
テ
形
の
死
火

山
で
あ
る
。
日
本
海
を
わ
た
っ
て
く
る
冬
の
季
節
風
が
多
量

の
積
雪
を
も
た
ら
し
、
と
り
わ
け
、
山
項
部
の
東
側
斜
面
の

カ
ー
ル
状
地
形
に
は
広
大
な
雪
田
が
形
成
さ
れ
る
。

初
夏
鮮
や
か
な
新
緑
と
残
雪
の
白
色
と
が
み
ご
と
な
対

比
を
見
せ
、
そ
の
中
を
多
様
な
高
山
植
物
が
短
い
夏
を
奪
い

合
う
よ
う
に
咲
き
競
う
。
見
ど
こ
ろ
は
、
弥
陀
ケ
原
一
帯
に

形
成
さ
れ
た
高
層
湿
原
と
、
雷
解
け
に
と
も
な
っ
て
徐
々
に

姿
を
現
す
雪
田
植
生
で
あ
る
。
多
く
の
登
山
客
の
歓
声
の
中
、

イ
ワ
ヒ
バ
リ
や
ビ
ン
ズ
イ
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
、
ひ
ょ
う

き
ん
な
動
き
で
人
気
の
あ
る
オ
コ
ジ
ョ
が
姿
を
見
せ
る
こ
と

も
あ
る
。

や
が
て
吹
く
風
に
冷
た
さ
を
感
じ
る
こ
ろ
、
サ
サ
や
ハ
イ

マ
ツ
の
緑
色
の
中
、
山
は
い
つ
し
か
赤
や
黄
色
に
彩
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

蒔
田
明
史
）

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

文
化
財
調
査
官

特
集
専
修
学
校

20
年

巻
頭
言
●

6
車
蕊
監
子
校
の
役
割
と
今
後
の
課
題
•
河
野
重
男

座
談
会
●

8

近
年
に
お
け
る
専
修
学
校
の
発
展
と
今
後
の
展
望

•
（
出
席
者
）
大
森
厚
／
戸
田
修
三
／
永
井
順
國
／
安
田
忠
治
／
小
野
紘
昭
•
（
司
会
）
高
為
重

嬰
・

2
0ニ
0
年
の
歩
み
か
ら
|
—
専
修
学
校
の
巷
質
を
考
え
る
•
倉
内
史
郎

ェ
ッ
セ
イ

•
2
4専
法
累
子
校
二
0
年
を
振
り
返
っ
て
・
大
沼
淳

•
2
6歌
は
心
•
佐
々
木
千
賀

事
例
紹
介
ロ
・
2
8専
角
当
応
ど
大
学
·
短
期
大
学
と
の
連
携
•
広
島
工
業
大
学
専
門
学
校

事
例
紹
介
図
•
3
0
車
蕊
監
子
校
に
お
け
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
育
・
日
本
電
子
専
門
学
校

事
例
紹
介
固
•
3
2専
修
学
校
に
お
け
る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

ー
ー
理
論
と
実
践
力
を
合
わ
せ
持
つ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

•
大
阪
Y
W
e
A
専
門
学
校

事
例
紹
介
囚
●

34
園
芸
業
界
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
・
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校

事
例
紹
介
固
•
3
6車
砥
髭
子
校
に
お
け
る
留
学
生
受
入
れ
・
東
洋
美
術
学
校

事
例
紹
介
固
•
3
8一
画
等
車
篠
熙
子
校
の
実
践
紹
介
・
大
和
商
業
高
等
専
修
学
校

体
験
記
•
4
0兵
庫
票
南
部
地
震
に
お
け
る
学
生
の
活
動

1

地
域
活
動
か
ら
得
た
も
の
•
佐
野
光
世

解
説
•
4
4車
法
黒
子
校
の
発
展
と
振
興
策
に
つ
い
て

•
生
涯
学
習
局
生
涯
学
習
振
興
課
専
修
学
校
教
育
振
興
室

特
別
記
事
放
送
大
学
の
全
国
化

.48
放
送
大
学
の
全
国
化
・
生
涯
学
習
局
生
涯
学
習
振
興
課

.53
放

送

大

学

の

概

要

が

っ

さ

ん

月
山

， 
人

56 | |1||1| |||||I IIIIIIIIIII|IIIÌ 

． 表表ぐ 4 

•天・:,ぃ：ヘ
の文名月然若g： 直『門［爵賃
： ； ： □,＂ 洗〗園＇『
縁＂
起愚

57
贄
・
文
化
と
地
域
つ
く
る
・
北
海
道
幕
別
町

60
焦
点
ー
文
教
施
策

63
霞
が
関
ト
ピ
ッ
ク
ス

64
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
6私
の
本
棚
か
ら
•
小
畑
修
＿

6
7鑑
賞
席
•
生
誕
一
0
0
年
記
念

里
見
勝
蔵
展

68
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス

•
宮
城
県
•
新
潟
県
・
滋
賀
県
•
福
岡
県

7
0こ
ん
に
ち
は
に
っ
ぽ
ん
•
ベ
ス
・
ヒ
ギ
ン
ズ

7
2
9
6
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
我
か
国
唇
癸
ポ
ー
ツ
の
塁
屠

・
自
転
車
競
技

74
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
東
京
大
学
地
震
研
究
所

77
刊
芍
吻
沼
介

78
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

•
国
立
信
州
高
遠
少
年
自
然
の
家

80
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2文
学
の
ふ
る
さ
と
•
ご
ん
ぎ
つ
ね

84
編
集
後
記

月山（山形県東田川郡羽黒町、立川町）

鬱昭和47年12月9日 天然記念物指定
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文祁時報＝百
天然記念物歳時記

エ
ッ
セ
イ•
2
8ア
メ
リ
カ
人
か
ら
見
た
日
本
の
先
生
・
ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト

事
例
紹
介
I
I
l
.
3
0
教
員
養
成
・
現
職
教
育
へ
の
新
た
な
取
組

ー
信
州
大
学
教
育
学
部
の
農
•
信
州
大
学

事
例
紹
介
図•
3
3親
し
ま
れ
頼
ら
れ
る
教
育
セ
ン
タ
ー
を
自
指
し
て

•
岩
手
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

事
例
紹
介
固
●
3
6
教
頭
等
民
間
派
遣
研
修
•
岐
阜
県
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
国
●
3
9
校
内
に
お
け
る
初
任
者
研
修
の
取
組
•
島
根
県
出
雲
市
立
北
陽
小
学
校

解
説
•
4
2教
員
の
養
成
・
研
修
の
充
実
に
つ
い
て
•
教
育
助
成
局
教
職
員
課

.48
諸
外
国
の
教
員
養
成
・
研
修
・
大
臣
官
房
調
査
統
計
企
画
課

.
2
5生
徒
指
導
と
教
員
養
成
・
研
修
•
羽
田
紘

.
2
2情
報
教
育
の
教
員
養
成
と
研
修
•
赤
堀
侃
司

「
吹
割
渓
な
ら
ぴ
に
吹
割
瀑
」
は
、
群
馬
県
利
根
村

の
片
品
川
沿
い
に
あ
り
、
吹
割
渓
又
は
片
品
渓
谷
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
凝
灰
岩
と
そ
の
浸
食
地
形
並
ぴ

に
渓
谷
美
に
着
目
し
て
、
昭
和
―
一
年
、
天
然
記
念

物
及
び
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

吹
割
渓
は
、
溶
結
凝
灰
岩
と
呼
ば
れ
る
比
較
的
柔

ら
か
い
岩
石
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
岩
石
は
、

約
九

0
0
万
年
前
に
起
こ
っ
た
火
山
噴
火
に
伴
っ
て

発
生
し
た
大
火
砕
流
が
冷
え
て
固
ま
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
数
十
万
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
、
こ
の

溶
結
凝
灰
岩
は
片
品
川
の
流
れ
に
よ
り
浸
食
さ
れ
現

在
の
吹
割
渓
へ
と
変
化
し
て
行
き
ま
し
た
。

川
の
中
ほ
ど
に
は
、
溶
結
凝
灰
岩
の
割
れ
目
に
沿

う
よ
う
に
、
幅
二

0
m
ほ
ど
の
溝
が
数
十

m
に
わ
た

っ
て
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
溝
に
向
か
っ
て
三
方
か

ら
川
の
水
が
流
れ
落
ち
、
独
特
の
滝
と
な
っ
て
い
ま

す
。
滝
の
落
差
は
最
大
七

m
に
も
達
し
、
吹
割
瀑
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

吹
割
渓
は
、
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
（
甑
穴
）
や
河
岸
段

丘
な
ど
を
含
め
た
河
川
に
特
有
な
地
形
が
観
察
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
秋
の
紅
葉
時
期
を
中
心
に
個
性
的

な
渓
谷
美
を
堪
能
で
き
る
場
所
で
す
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

（

桂

文
化
財
調
査
官

員
の
資
質
向
上
ー
屑
農
凰
廃
実

巻
頭
言
●
6
教
職
員
へ
の
期
待
・
令
村
武
俊

座
談
会

9
。
社
会
の
変
化
と
教
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質

•
（
出
席
者
）
蓮
見
音
彦
／
大
野
忠
／
中
進
士
／
橋
口
宇
子
／
金
平
敬
之
助
•
（
司
会
）
松
元
昭
憲

論
文
•
1
8
こ
れ
か
ら
の
教
員
養
成
・
教
員
研
修

ー
ー
戦
後
五0
年
の
集
積
の
上
に
•
野
地
潤
家

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

•
吹
割
渓
な
ら
び
に
吹
割
瀑
（
群
馬
県
）

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ
●
当
麻
曼
荼
羅
図

表
3
文
化
財
紹
介
・
史
跡
夏
見
廃
寺
跡

5
0
与
謝
野
前
文
部
大
臣
、
C
E
R
N
理
事
会
に
出
席

5
2
人
・
こ
の
道
●
諸
井
誠

5
3
贄
・
文
化
と
地
域
つ
く
る
・
魯
県
稲
武
町

5
6
焦
点
ー
文
教
施
策

6
3
私
の
本
棚
か
ら
•
水
谷
修

6
4
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
6
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス

•
秋
田
県
・
愛
知
県
・
大
阪
府
•
佐
賀
県

6
8
こ
ん
に
ち
は
に
っ
ぼ
ん

•
ア
ン
バ
ル
ダ
ー
ル
・
バ
ン
カ
ー
ジ

7
0
包
‘
ト
ラ
ン
タ
ー
我
が
国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
最
前
線
・
卓
球

7
2
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
京
都
大
学
防
災
研
究
所

75
『

-r吻
紹
介

7
6
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

•
広
島
県
教
育
委
員
会

7
8
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
0
鑑
賞
席
・
人
体
の
世
界

8
1
鑑
賞
席
・
ハ
ン
ガ
リ

1
世
紀
末
の
建
築
と

応
用
美
術

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
•
西
郷
隆
盛

8
4
編
集
後
記

吹割渓ならぴに吹割瀑（群馬県利根郡利根村）

鬱昭和II年12月16日 天然記念物及び名勝指定

吹

割

渓

な

ら

び

に

吹

割

瀑

（

群

馬

県

）

写真提供：群馬県利根村役場
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文部時報ご5
天然記念物歳時記

事
例
紹
介
B
.
3
2
新

し

い

芸

術

文

化

施

設

の

運

営

を

め

ざ

し

て

•
水
戸
芸
術
館

事
例
紹
介
図
•
3
6か
ら
む
し
生
産
技
術
保
存
事
業
の
展
開

•
昭
和
村
か
ら
む
し
生
産
技
術
保
存
協
会

資
料
•
4
0新
し
い
文
化
立
国
を
め
ざ
し
て

文
化
振
興
の
た
め
の
当
面
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
（
報
告
）

•
文
化
政
策
推
進
会
議

随
想
•
3
0芸
術
家
在
外
研
修
の
思
い
出
•
奥
谷
博

.26
指

定

制

度

と

登

録

制

度

文
化
財
保
護
制
度
の
新
た
な
展
開
•
鈴
木
博
之

.22
劇

場

が

新

し

い

時

代

を

創

る

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
の
試
み
•
山
根
淑
子

論
文
•
1
8
文
化
立
国
と
実
演
家
・
小
泉
博

座
談
会
●

8

噺

luい
桜
匙
泣
芦
兎
5
を
し
て

巻

頭

言

？

固

有

と

共

有

の

共

成

・

三

善

晃

□新
し
い
文
化
立
国
を
め
ざ
し
て

「
高
瀬
渓
谷
の
噴
湯
丘
と
球
状
石
灰
石
」
は
、
長
野
県
大
町
市
の

高
瀬
川
上
流
に
あ
る
。
大
正
一
―
年
に
、
活
発
に
生
成
さ
れ
る
噴

湯
丘
と
カ
ル
シ
ウ
ム
分
を
含
ん
だ
温
泉
水
か
ら
沈
殿
し
た
球
状
石

灰
石
に
着
目
し
て
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

車
の
入
れ
る
終
点
の
七
倉
ダ
ム
か
ら
徒
歩
で
六
時
間
、
双
六
岳

か
ら
流
れ
落
ち
る
湯
俣
川
と
、
槍
ケ
岳
か
ら
流
れ
落
ち
る
水
俣
川

の
合
流
点
に
達
す
る
。
‘
標
高
約
一
五

0
0
m
、
さ
ら
に
湯
俣
川
右

岸
の
花
尚
岩
の
絶
壁
づ
た
い
に
、
五

0
0
m
ほ
ど
遡
り
河
原
に
降

り
る
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
湯
気
が
上
が
り
、
温
泉
が
噴
き
出
し
て
い

ひ
ざ

る
。
急
な
流
れ
を
膝
上
ま
で
つ
か
り
対
岸
に
渡
る
と
、
い
く
つ
も

の
巨
大
な
噴
湯
丘
が
迫
っ
て
く
る
。
段
丘
上
に
は
既
に
活
動
を
停

止
し
た
噴
湯
丘
が
黒
々
と
横
た
わ
り
、
河
床
近
く
に
は
現
在
も
活

動
を
続
け
る
乳
白
色
の
噴
湯
丘
が
そ
ぴ
え
て
い
る
。
噴
湯
丘
の
項

部
か
ら
は
、
ピ
ン
ク
が
か
っ
た
熱
湯
が
活
発
に
吹
き
上
げ
て
い
る

の

を

観

察

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

．

ア
プ
ロ
ー
チ
は
決
し
て
短
く
は
な
い
が
、
北
ア
ル
プ
ス
の
地
下

に
眠
る
壮
大
な
規
模
の
マ
グ
マ
の
熱
や
大
地
の
不
思
議
に
思
い
を

は
せ
な
が
ら
訪
れ
て
み
た
い
場
所
で
あ
る
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

（

桂

雄

三

）

文
化
財
調
査
官

高
瀬
渓
谷
の
噴
湯
丘
と

球

状

石

灰

石

（

長

野

県

）

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
•
わ
れ
は
草
な
り

8
4
編
集
後
記

1
い
き
い
き
個
性
あ
る
日
の
学
咬
訪
問
記

•
櫛
形
町
立
櫛
形
西
小
学
校
（
山
梨
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

•
高
瀬
渓
谷
の
噴
湯
丘
と

球
状
石
灰
石
（
長
野
県
）

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ
・
絹
本
著
色
聖
徳
太
子
絵
伝

表
3

文
化
財
紹
介
●
輪
蘊
f
塗

5
0
人
•
こ
の
道
●
深
尾
良
夫

5
1
教
育
・
文
化
と
地
域
つ
く
り
®
•
山
口
県
槌
地
町

54

焦
点
支
教

6
4
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
7
私
の
本
棚
か
ら
•
香
川
芳
子

6
8
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス

•
山
形
県
・
兵
庫
県
・
富
山
県
•
長
崎
県

7
0
こ
ん
に
ち
は
に
つ
ぼ
ん
•
キ
ン
・
マ
ウ
ン
・
キ
ョ
ー

7
2
郭
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
我
が
国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
最
前
線

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

7
4
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
東
京
大
学
海
洋
研
究
所

7
7
鑑
賞
席
•
現
代
マ
ヤ

色
と
識
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々

7
8
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

•
国
立
妙
高
少
年
自
然
の
家

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

高瀬渓谷の噴湯丘と球状石灰石（長野県大町市）
●大正II年10月12日 天然記念物指定 ＇ 

｀ 写真提供：長野県大町市教育委員会5
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部時紺[~;r
天然記念物歳時記

樹
高
―
―

1
0
m
、
幹
回
り
二
四

m
傘
根
回
り
に
至

っ
て
は
一
―

1
0
数

m
に
も
達
し
、
日
本
一
の
巨
樹
に
叙

せ
ら
れ
る
威
風
堂
々
た
る
古
木
で
あ
る
。
現
在
で
は

根
回
り
が
盛
り
土
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
て
い
る
が
、

か
つ
て
は
さ
ら
に
雄
大
な
姿
を
誇
っ
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
保
安
四
年
（
一
―
二
三
年
）
、
蒲
生
舜
清

か
蒲
生
八
幡
神
社
を
述
立
し
た
際
に
既
に
神
木
と
し

て
祭
ら
れ
て
い
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
樹
齢

は
千
数
百
年
に
及
ぶ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ク
ス
ノ
キ
は
西
南
日
本
を
代
表
す
る
照
葉
樹
の
一

つ
で
あ
り
、
全
国
で
二
七
件
も
の
巨
樹
が
天
然
記
念

物
に
指
足
さ
れ
て
い
る
。
常
緑
樹
と
し
て
は
葉
の
痔

命
か
短
く
、
一
年
で
ほ
ぼ
す
べ
て
の
葉
が
入
れ
替
わ

る
。
春
は
明
る
い
新
緑
の
下
、
秋
に
は
深
い
縁
陰
の

も
と
に
、
人
々
は
集
い
、
様
々
な
営
み
を
繰
り
広
げ

て
き
た
こ
と
で
あ
る
う
。
―
一
月
に
は
「
日
本
一
大

楠
ど
ん
と
秋
ま
つ
り
」
と
題
す
る
鎮
守
の
森
音
楽
祭

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
木
は
、
蒲
生
の
自
然
。

農
・
文
化
の
ふ
れ
あ
い
の
中
心
的
な
存
在
と
な
っ
て

い
る
。（

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
鰈

文
化
財
調
査
官

蒔
田
明
史
）

特
別
天
然
託
念
物

カ

も

う
蒲
生
の
ク
ス
（
鹿
児
島
県
）

特集ユネスコ50周
座 セ巻
談 l 頭
会 ジ言
◎番魯睾

10 9 8 6 

。ュュュュ

〖麦］］ ］ 
畠日召喜皇
眉詞塁塁呈
＝力、しに・

塁国胃喜冒
生力沿てて胄

冨果；ぅ
ロたらェ

嬰す［り
／べ。コ

声`冗→
き役パヨ

本割』』
<;

論
文
⑲

20
世
界
の
教
育
と
ユ
ネ
ス
コ
°
潮
木
守
一

@
2
2
ユ
ネ
ス
コ
の
文
化
遺
産
保
護
I

そ
の
道
の
り
と
未
米
。
伊
藤
延
男

@
2
4
U
N
E
s
c
oと
M
O
S丁
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
石
井
米
雄

,
2
6
地
球
環
境
科
学
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
役
割
・
浅
井
冨
雄

曼
勾
国
際
組
織
と
し
て
の
ユ
ネ
ス
コ
。
野
口
昇

ェ
ッ
セ
r
®
3
0
ノ
ン
。
フ
ォ
ー
マ
ル
・
エ
ジ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
•
青
木
怜
子

事
例
紹
介
m
R
3
2
恵
ま
れ
な
い
地
域
に
お
け
る
初
等
教
育
の
普
及
と
質
的
向
上

I

—
広
島
大
学
ユ
ネ
ス
コ
A
P
E
l
D

事
業
・
広
島
大
学A
P
E

ー
ロ
事
業
実
施
委
員
会

事
例
紹
介
肉
＠

34
ア
ジ
ア
。
太
平
送
地
域
に
お
け
る
識
字
教
材
の
共
同
開
発
富
業
と
そ
の
課
題

。
ユ
ネ
ス
コ
。
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー

事
例
紹
介
図
R
3
6
識
字
教
吉
協
力
1

1

ユ
ネ
ス
コ
ぶ
皿
界
寺
子
屋
運
動
の
展
開
と
成
果
。
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
堕

事
例
紹
介
国
魯

38
高
等
学
校
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
活
動
こ
宮
崎
隈
立
宮
崎
北
高
等
学
校

事
例
紹
介
固
◎
4
0地
域
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
推
進
状
況
•
太
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会

体
験
記
⑮
4
2ア
ソ
シ
エ
—
卜
。
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
本
部
に
勤
務
し
て
•
林
川
羹
紀

解
説
R
“
我
が
国
の
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
概
要
。
学
術
国
際
局
国
際
企
画
課

特

別

記

事

民

間

社

会

教

育

事

業

そ

の

醤

讐

晨

華

0
的
民
間
社
会
教
育
事
業
の
果
た
す
役
割
と
合
後
の
展
望

ー
社
会
教
育
関
係
団
体
の
行
う
事
業
を
中
心
に
•
生
涯
学
習
周
社
会
教
育
課

R
4
9
企
業
等
か
実
施
す
る
社
会
教
育
事
業

ー
ー
そ
の
位
匿
付
け
と
関
遍
施
策
•
生
涯
学
習
局
民
間
教
育
事
業
室

R
5
3
民
間
教
育
事
業
の
現
状

1
い
き
い
き
個
性
あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

・
丸
瀬
布
町
立
丸
瀬
布
中
学
校
（
北
海
道
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

・
蒲
生
の
ク
ス
（
鹿
児
島
県
）

表

2

名
作
シ
リ
ー
ズ
・
山
王
宮
曼
荼
羅

表

3
文
化
財
紹
介
，
山
梨
県
鋳
物
師
屋
遺
跡

出

土

品

一

括

蒲生のクス（鹿児島県姶良郡蒲生町）

唸大正II年3月8日天然記念物指定

等昭和27年3月29日特別天然記念物指定

写真提供／蒲生町教育委員会

Lぶ
イラスト／赤羽根秀一。内部敬生・須田博行

54

人
。
こ
の
道
0

大

岡

信

5
5
慇
円
。
文
化
と
地
域
つ
く
リ

9
大
分
県
野
津
町

5
8
焦
点
ー
文
教
施
策

6
3
私
の
本
棚
か
ら

e山
田
竹
賓

6
4
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
6
都
道
府
県
発
ー
教
育
。
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス

・
栃
木
県

e静
岡
県
。
京
都
府
・
熊
本
県

6
8
こ
ん
に
ち
は
に
つ
ぼ
ん
。
ラ
ビ
＇
ア
ト
ゥ
ル
・
ア
ダ
ウ
イ
ア

7
0
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
・
1
ク
エ
ン
ド

•
ふ
る
さ
と
交
流
体
験
教
室
実
行
委
員
会

7
2
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

7
4
鑑
賞
席
•
特
別
展
「
花
」

7
5
鑑
賞
席
・
ピ
カ
ソ
ー
愛
と
苦
悩

ー
ゲ
ル
ニ
カ
ヘ
の
道

7
6
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
さ
な
い

•
大
阪
大
学
徴
生
物
病
研
究
所

7
9
読
者
か
ら
の
た
よ
り

8
0
文
学
の
ふ
る
さ
と

e風
の
中
の
子
供

8
2
お
知
ら
せ

8
4
お
知
ら
せ
・
編
集
後
記



部時紺

特
別
雇
博

特集スポーツ
地
振興と
づくり

ル

ネ

サ

ン

ス

そ

の

儡

性

と

璽

一

@

4

6

こ

れ

か

ら

の

博

物

館

|

ー

イ

コ

ム

暉

会

議

か

ら

0中
川
志
郎

嘉
事
例
で
み
る
博
物
館
ル
ネ
サ
ン
ス

@
5
2

博
物
館
振
興
施
策
の
概
要
。
生
涯
学
習
局
社
会
教
育
課

R
4
0

Q
 

？体育局生涯スポーツ課

!9:i唸文部鑓渾集I：□1 1 
丹

那

断

層

（

静

岡

県

）

l
 

雄
三
一

昭
和
五
年
―
一
月
二
六
日
未
明
r

静
岡
県
函
南
町
の
静
か
な
山

み

ぞ

う

問
は
未
曾
有
の
大
地
震
に
襲
わ
れ
た
。
折
か
ら
直
下
で
掘
削
中
だ

っ
た
京
海
道
線
の
丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
現
場
で
も
異
変
が
起
こ

っ
て
い
た
。
中
央
付
近
ま
で
掘
り
進
ん
で
い
た
ト
ン
ネ
ル
の
先
端

付
近
が
、
右
か
ら
移
動
し
て
き
た
岩
盤
で
ふ
さ
か
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
後
に
北
伊
豆
地
震
と
呼
は
九
る
、
直
下
型
地
震
の
発

生
て
あ
っ
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
＇
三
、
兵
庫
県
南
部
地
震
と

ほ
ぼ
同
規
模
の
大
批
餞
で
あ
っ
た
。

こ
の
地
震
の
震
源
と
な
っ
た
の
が
丹
那
断
層
で
あ
る
e

丹
那
断

層
は
、
北
は
箱
根
の
芦
．
9
,

，
湖
付
近
か
ら
、
南
は
修
善
寺
の
東
南
ま

で
お
よ
そ
―
二

0kmに
わ
た
っ
て
南
北
に
追
な
る
断
層
で
あ
る
。
瞬

時
の
う
ち
に
、
断
層
を
挟
ん
だ
西
側
の
土
地
が
南
へ
、
東
側
の
土

地
は
北
へ
二
、
一

1-mも
移
動
し
た
。
ト
ン
ネ
ル
直
上
の
月
那
盆
地

で
も
、
水
路
の
石
組
み
や
水
田
の
石
垣
の
く
い
ち
が
い
が
観
察
さ

礼
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
九
て
い
る
。

丹
那
断
層
の
あ
る
函
南
町
は
、
倍
か
な
酪
農
の
町
で
あ
る
。
隣

接
す
る
伊
豆
や
箱
根
の
大
観
光
地
を
そ
れ
、
在
来
練
で
丹
那
ト
ン

ネ
ル
を
抜
け
、
ゆ
っ
く
り
と
訪
れ
た
い
場
所
で
あ
る
c

丹
那
断
層

か
活
動
す
る
の
は
、
一

0
0
0年
に
一
度
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当

分
は
＇

rン
ネ
ル
か
す
れ
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
f
「
°

桂

[
文
化
庁
文
化
財
保
設
部
記
念
物
評

文
化
財
調
査
官

巻
頭
言
◎

6
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域
つ
く
り

生
活
ス
ポ
ー
ツ
が
そ
の
基
本
。
宇
土
正
彦

座
談
会
？
8
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

地
域
づ
く
り
の
合
後
の
展
開

0

（
出
席
者
）
川
淵
三
郎
．
／
西
川
影
／
三
ッ
谷
洋
子
◎
（
司
会
）
石
川
晋

亨
百
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域
づ
く
り
の
現
状
と
課
題

•
大
木
昭
一
郎

各
ヨ
i
ロ
ッ
パ
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
°
池
田
勝

ェ
ッ
セ
イ
⑫
2
6走
る
こ
と
の
楽
し
さ
す
ば
ら
し
さ
•
宮
原
美
佐
子

鷹例紹介田
R
2
8

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
モ
デ
ル
事
業

大
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
誕
生
と
今
後
の
展
開

•
北
九
州
市
教
育
委
員
会

事例紹介図
R
3
2

ネ
オ
ニ
ス
ポ
ル
コ
ロ
ス
引

ー
'
|
大
分
県
ス
ポ
＇
！
ツ
推
進
計
画
・
大
分
県
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
固
R
3
6
地
域
ぐ
る
み
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

•
埼
玉
漿
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

1
・
い
き
い
き
個
性
あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

•
新
潟
大
学
教
育
学
部

附
属
新
潟
小
学
校
（
新
潟
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

。
丹
那
断
層
（
静
岡
県
）

表
2

名
作
シ
リ
ー
ズ
。
一
体
和
尚
像

表
3

文
化
財
紹
介
・
岩
手
銀
行
旧
本
庄
5

本
館

ぢし

5
4
人
•
こ
の
道
。
杉
下
茂

55
繋

□文
化
と
地
域
つ
く
且

9・
岐
阜
県
大
和
町

58
焦
点
|
文
教
施
策

“
お
知
ら
せ

6
5
私
の
本
棚
か
ら
？
小
野
誠
志

6
6
中
教
審
ニ
ュ
ー
・
ス

6
8
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
涌
・
文
化
ニ
ュ
ー
・
ス

令
茨
城
県
。
長
野
県
・
岐
阜
県
？
山
口
県

7
0
こ
ん
に
ち
は
に
っ
ぽ
ん
。
ヒ
リ
ー
・
グ
レ
ー
ス
・
ノ
セ
ー

7298ア
rラ
ン
タ
ー
我
が
国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
最
前
線

•
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

7
4
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

。
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所

7
7鑑
賞
席
•
現
代
美
術
へ
の
視
点
W

絵
画
、
唯
一
な
る
も
の

78
ぽ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

。
奈
良
国
立
博
物
館

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ズ

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
・
寒
山
落
木
・

84
編
築
後
記

イラスト／赤羽恨秀ー。内部敬生・須田匝行

丹那断層（骨餌岡県田方郡函南町）
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文部時報ヨぅ
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
北
半
球
に
分
布
す
る
サ
ル
類
の
う
ち
も
っ
と
も

高
緯
度
に
生
息
す
る
種
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
そ
の
北
限
で
あ
る

す

下
北
半
島
と
そ
こ
に
棲
む
サ
ル
の
世
界
的
知
名
度
は
抜
き
ん
で
て

い
る
。
学
会
で
は
ス
ノ
ー
モ
ン
キ
ー
な
る
英
名
で
の
通
り
が
よ
い

よ
う
に
、
こ
の
地
の
サ
ル
の
積
雪
地
へ
の
生
理
・
生
態
的
適
応
に

は
学
術
的
に
注
目
さ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
天
然
記
念
物
に

ゆ
え
ん

指
定
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。

お
の斧
に
見
た
て
た
半
島
の
刃
に
当
た
る
地
域
の
南
北
に
数
群
ず
つ

生
息
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
生
息
適
地
の
劣
化
に
よ
る
サ

ル
の
衰
亡
を
懸
念
す
る
研
究
者
等
の
声
は
、
断
続
的
な
調
査
に
基

づ
く
も
の
で
、
そ
の
成
り
ゆ
き
が
注
目
さ
れ
て
も
い
る
。

一
方
、
こ
の
地
域
に
位
置
す
る
脇
野
沢
村
で
は
サ
ル
の
農
作
物

被
害
が
か
ね
て
か
ら
問
題
と
さ
れ
、
あ
れ
こ
れ
対
策
が
購
じ
ら
れ

て
き
た
。
分
裂
し
た
サ
ル
の
群
を
捕
獲
し
飼
育
下
に
お
く
こ
と
も

し
た
が
、
村
人
の
間
で
は
も
と
も
と
サ
ル
ヘ
の
慈
悲
の
念
が
強
く
、

最
近
は
通
電
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
を
主
と
す
る
被
害
防
除
を
精
力
的

に
展
開
し
つ
つ
あ
る
。

村
が
選
択
し
た
こ
の
共
存
の
道
は
、
試
行
錯
誤
的
側
面
を
も
つ

と
は
い
え
、
野
生
生
物
と
の
共
存
を
命
題
と
し
つ
つ
あ
る
今
日
、

と
る
べ
き
方
策
の
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
関
係
者
の
関
心
を
お

お
い
に
か
っ
て
よ
い
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

一

主

任

文

化

財

調

査

官

花
井
正
光
）

巻
頭
言
●
6
令
、
な
ぜ
学
校
外
活
動
か
●
坂
本
昇
一

の

動

座

談

会

●

8

こ
れ
か
ら
の
学
校
外
活
動

年
活
．
（
出
席
者
）
明
石
要
一
／
小
久
保
茂
昭
／
坂
本
忠
雄
／
松
下
倶
子
●
（
司
会
）
金
森
越
哉

論
文
•
1
8青
少
年
と
冒
険
キ
ャ
ン
プ
●
飯
田
稔

少

外

．
2
2
青
少
年
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
●
吉
永
宏

青
校
ェ
ッ
セ
イ
•
2
6
子
供
と
自
然

•
C
.
W・
ニ
コ
ル

事
例
紹
介
田
・
2
8
地
域
と
連
携
し
た
「
て
ん
が
ら
も
ん
教
室
」

8

鱈

学

自

然

縫

が

や

っ

て

き

た

●

国

立

大

隅

少

年

自

然

の

家

事
例
紹
介
国
•
3
1
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
と
地
域
の
子
供
た
ち
と
の
交
流
を
目
指
し
て

●
静
岡
県
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
国
•
3
4チ
ャ
レ
ン
ジ
＆
ク
エ
ス
ト

登
校
拒
否
児
童
•
生
徒
の
自
然
体
験
活
動
●
山
口
県
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
囚
●
3
7
地
域
を
理
解
す
る
青
少
年
の
学
習
活
動

気
仙
沼
市
子
ど
も
市
民
大
学
●
気
仙
沼
市
教
育
委
員
会

解
説
•
4
0
学
校
外
活
動
の
充
実
の
た
め
の
取
組
●
生
涯
学
習
局
青
少
年
教
育
課

.
4
4
国
立
青
年
の
家
・
少
年
自
然
の
家
の
改
善
に
つ
い
て
（
概
要
）
＇

よ
り
魅
力
あ
る
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に

特
別
記
事
教
職
員
の
生
涯
生
活
設
計
の
推
進

.
4
6
教
職
員
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
協
力
者
会
議
の
報
告
に
当
た
っ
て

生
涯
を
人
間
と
し
て
生
き
る
教
職
員
●
加
戸
守
行

.48
「
教
職
員
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
充
実
方
策
に
つ
い
て
」

（
教
職
員
の
生
涯
生
活
設
計
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
報
告
）

9

の
概
要
に
つ
い
て
●
大
臣
官
房
福
利
課

.52
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

A
0
M
O
Rー
」
の
策
定
●
青
森
県
教
育
委
員
会
福
利
課

.
5
3
生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
●
東
京
工
業
大
学

1
い
い
き
個
性
あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

•
栃
木
県
立
氏
家
高
等
学
校
（
栃
木
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

•
下
北
半
島
の
サ
ル
お
よ
び

サ
ル
生
息
北
限
地
（
青
森
県
）

表
2

名
作
シ
リ
ー
ズ
•
春
日
宮
曼
荼
羅

表
3
文
化
財
紹
介
•
船
＊
エ
樗
木
家
関
係
資
料

5
4
人
・
こ
の
道
•
吉
田
簑
太
郎

5
5
教
育
・
文
化
と
地
域
づ
く
り
⑮
•
石
川
県
門
前
町

6
6
霞
が
関
ト
ピ
ッ
ク
ス

6
8
都
道
府
県
発
—
教
育
・
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス

•
福
島
県
•
福
井
県
•
岡
山
県
•
香
川
県

7
0
こ
ん
に
ち
は
に
っ
ぼ
ん
•
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
ボ
ル
ピ

7
2
9
6
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
我
が
国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
最
前
線

・
柔
道

7
4
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
大
阪
大
学
産
業
科
学
研
究
所

7
7
鑑
賞
席
•
企
画
展
示
館
蕨
品
展

寺
社
縁
起
の
歴
史

7
8
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

•
財
団
法
人
修
養
団

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
•
コ
タ
ン
の
口
笛

8
4
編
集
後
記

5
8
焦
点
ー
文
教
施
策

6
1
私
の
本
棚
か
ら
•
中
村
好
成

6
2
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

5
 

イラスト／赤羽根秀ー・内部敬生・須田博行

天然記念物歳時記

下

北

半

島

の

サ

ル

お

よ

び

サ

ル

生

息

北

限

地

（

青

森

県

）

下北半島のサルおよびサル生息北限地
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部時報□了
解
説
⑮

事
例
紹
介
田
⑮
3
2
大
道
芸
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
＠
東
京
工
業
大
学
工
学
部
機
椛
宇
宙
学
科

伊
豆
諸
島
の
最
南
部
に
位
置
す
る
鳥
島
は
周
囲
六
•
五
k
m
ほ
ど

の
小
さ
な
火
山
島
て
あ
る
。
こ
こ
は
世
界
中
で
わ
ず
か
七
五

0

羽
と
さ
れ
て
い
る
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
最
大
の
繁
殖
地
と
な
っ
て
い
る
c

-
0
月
、
北
太
平
洋
で
夏
を
過
こ
し
た
ア
ホ
ウ
ド
リ
は
産
卵
の
た

ぬ
鳥
島
に
帰
っ
て
く
る
。
ヒ
ナ
は
r

年
か
明
け
て
一
月
中
旬
に

ふ
化
し
、
五
月
下
旬
に
は
巣
立
ち
を
迎
え
、
鳥
島
を
離
れ
る
。

ア
ホ
ウ
ド
リ
は
体
露
六
、
七
k
g
‘
腐
を
広
け
る
と
ニ
・
五

m
に

も
な
る
大
型
の
海
鳥
で
あ
る
。
細
，
＇
、
長
い
翼
を
巧
み
に
使
い
海
面

近
く
を
優
雅
に
滑
空
し
、
ト
ピ
ウ
オ
や
イ
カ
煩
を
食
ぺ
る
。
し
か

し
地
上
で
の
動
き
は
鈍
く
、
こ
の
た
め
悲
劇
が
主
ま
れ
た
。
か
つ

て
日
本
近
海
の
離
島
で
多
数
緊
殖
し
て
い
た
ア
ホ
ウ
ド
リ
は
、
良

質
の
羽
毛
を
採
取
す
る
た
め
一

0
0
0万
羽
近
く
が
捕
獲
さ
れ
r

絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
•

昭
和
二
六
年
に
鳥
島
で
一

0
洞
あ
ま
り
の
ア
ホ
ウ
ト
リ
か
再
発

見
さ
れ
、
保
護
の
手
が
差
し
延
へ
ら
九
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
利

五
一
年
か
ら
毎
年
鳥
島
に
渡
っ
て
い
る
東
邦
大
学
の
長
谷
川
博
氏

な
ど
の
熱
心
な
保
護
活
動
が
効
を
奏
し
、
鳥
島
の
ア
ホ
・
ワ
ト
リ
の

個
体
数
は
着
実
に
瑶
え
て
き
て
い
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
文
化
財
詞
査
官
池
田
啓
）

巻
璽
―
E
@
m
理

工

系

人

材

育

成

に

お

け

る

大

学

の

役

割

魯

末

松

安

晴

座
談
会
'
1
2

魅
力
あ
る
理
工
系
教
育
推
進
の
た
め
に

裔
（
出
席
者
）
松
本
和
子
／
四
方
義
啓
／
只
野
文
哉
／
池
上
徹
彦
◎
（
司
会
）
笠
井
高
芳

論

文

⑮

2

4

産

業

界

か

期

待

す

る

人

材

像

に

つ

い

て

⑳

三

田

勝

茂

魯

2
7
日
本
的
教
育
R
大
橋
秀
雄

エ
ッ
セ
イ
烹
3
0
一
億
総
理
工
系
時
代
＠
本
川
達
雄

鷹
例
紹
介
、
3
5
未
来
博
士
と
「
一

曰
大
学
院
」
0
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

事
例
紹
介
国
唸
3
8
夢
発
見
。
夢
実
現
の
創
造
演
習

自
発
形
創
造
教
育
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
取
紺
R
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校

事
例
紹
介
四
烹
4
0
創
造
性
教
育
を
支
援
す
る
夢
考
房
0
金
沢
工
業
大
学

4
3
理
工
系
教
育
の
現
状
と
施
策
の
揺
進
に
つ
い
て
鬱
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課

創
造
的
人
材
の
育
成
の
た
め
に

特

集

魅

る
理
工
系

8
4
編
集
後
記

ー
い
き
い
き
個
性
あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

＠
犬
山
市
立
楽
田
小
学
校
（
愛
知
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

魯
ア
ホ
ウ
ド
リ
、
鳥
島
（
東
京
都
）

表

2

名
作
シ
リ
ー
ズ
＠
三
井
寺
縁
起

表

3

文
化
財
紹
介
R
史
跡
水
子
貝
塚

5
0
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
一
年
を
振
り
返
っ
て

5
3
教
育
。
文
化
と
地
域
づ
く
り
⑯
＠
佐
賀
県
有
田
町

5
6
焦
点
ー
文
教
施
策

6
1
人
＇
こ
の
道
R
冑
木
玉

6
2
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
7
私
の
本
棚
か
ら
＠
菅
原
寛
孝

6
8
霞
が
関
ト
ピ
ッ
タ
ス

7
0
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
字
飯
・
文
化
云
ー
ス

R
群
馬
県
＠
千
葉
県
9
石
川
県
R
広
島
県

7
2
9
6
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
我
が
国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
最
前
線

9
近
代
五
種

7
4
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

R
京
都
大
学
ウ
イ
ル
ス
研
究
所

7
7
鑑
賞
席
R
大
英
博
物
館
所
蔵

イ
タ
リ
ア
索
描
展

7
8
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
タ
エ
ン
ド

2
国
立
オ
リ
ン
ピ
多
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
＠
赤
い
ろ
う
そ
く
と
入
魚

r3 
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6

平

成

八

年

年

頭

の

所

感

R

文

部

大

臣

島

村

宜

伸

ア
ホ
ウ
ド
リ
、

鳥

島

（

東

京

都

）
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豪昭和33年a月25日天然記念物指定
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文部時報＝ぅ 与
那
覇
岳
天
然
保
護
区
域

ゃ

ん

ば

る

の

森

と

希

少

生

物

た

ち

（

沖

縄

県

）

沖
縄
島
の
北
部
は
、
南
部
と
は
対
照
的
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
山

う
つ
そ
う

地
で
、
シ
イ
ノ
キ
を
優
占
種
と
す
る
鬱
蒼
と
し
た
亜
熱
帯
照
葉
樹

林
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
山
が
ち
の
北
部
一
帯
を
沖
縄
で
は
や

な
ら

ん
ば
る
と
呼
ぴ
慣
わ
し
て
き
た
。

ゃ
ん
ば
る
は
、
こ
の
地
だ
け
に
し
か
分
布
し
て
い
な
い
動
物
が

す

多
く
棲
む
と
こ
ろ
と
し
て
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
的
に
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ノ
グ
チ

ゲ
ラ
や
天
然
記
念
物
の
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
や
ヤ
ン
バ
ル
テ
ナ
ガ
コ

ガ
ネ
な
ど
の
ほ
か
両
生
・
は
虫
類
に
も
著
名
な
固
有
種
が
多
い
。

か
つ
て
大
陸
と
繋
が
っ
て
い
た
時
代
の
名
残
で
あ
る
こ
れ
ら
の

動
物
た
ち
を
、
さ
し
て
広
く
も
な
い
沖
縄
島
に
生
き
長
ら
え
さ
せ

て
き
た
の
が
や
ん
ば
る
の
森
な
の
で
あ
る
。
そ
の
森
の
ほ
ぽ
中
央

部
を
南
北
に
走
る
山
稜
に
あ
っ
て
、
こ
の
地
で
一
番
の
標
高
を
も

つ
与
那
覇
岳
（
四
九
八
m

)

と
そ
の
周
辺
一
帯
が
沖
縄
の
本
土
復

帰
と
同
時
に
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

当
該
地
域
は
多
雨
で
空
中
湿
度
が
高
く
、
ラ
ン
科
や
シ
ダ
植
物

な
ど
の
着
生
植
物
に
富
み
、
固
有
の
植
物
や
分
布
の
北
限
ま
た
は

南
限
と
な
っ
て
い
る
植
物
が
多
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
希

少
な
動
植
物
種
が
多
く
、
生
物
地
理
学
に
も
進
化
学
的
に
も
学
術

的
価
値
の
高
い
こ
の
地
域
の
保
護
を
一
層
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
、
関
係
者
の
協
力
を
得
て
逐
次
指
定
地
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

一

主

任

文

化

財

調

査

官

花

井

正

光

）

囀文化会館を核とした
文化のまちづく

座
談
会
●
8

文
化
会
館
を
拠
点
と
し
た

特
色
あ
る
芸
術
文
化
活
動
の
展
開

●
（
出
席
者
）
諸
井
誠
／
衛
紀
生
／
桜
井
俊
幸
／
佐
藤
ま
い
み
・
（
司
会
）
土
居
正

論
文
•
1
8文
化
会
館
と
ア
ー
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

「
施
設
」
か
ら
「
装
置
」
へ
•
美
山
良
夫

.
2
2文
化
会
館
は
文
化
の
発
信
・
受
信
基
地
•
川
口
純

エ
ッ
セ
イ•
2
6ホ
ー
ル
の
運
営
と
は
•
江
戸
京
子

事
例
紹
介
田
・
2
8
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
と
公
民
館
•
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ

事
例
紹
介
図
•
3
1
厚
木
こ
と
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
•
厚
木
市
文
化
会
館

事
例
紹
介
図
•
3
4武
生
国
際
音
楽
祭
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
•
武
生
市
文
化
セ
ン
タ
ー

事
例
紹
介
田
・
3
7
緑
を
バ
ッ
ク
に
演
劇
村
計
画

小
さ
な
村
か
ら
夢
と
希
望
を
の
せ
て
演
劇
文
化
発
信
•
島
根
県
ハ
雲
村

事
例
紹
介
国
•
4
0「
演
劇
の
町
」
へ
の
自
信
の
芽
生
え
•
岩
手
県
湯
田
町
教
育
委
員
会

解
説
•
4
3文
化
庁
に
よ
る
文
化
会
館
の
支
援
施
策
•
文
化
庁
文
化
部
地
域
文
化
振
興
課

特
別
記
事
こ
れ
か
ら
の
特
殊
教
育
諸
学
校
施
設
づ
く
り

.
4
6特
殊
教
育
の
展
開
と
施
設
設
備
へ
の
期
待
•
林
友
三

解
説
•
4
8こ
れ
か
ら
の
盲
学
校
、
聾
学
校
及
び
養
護
学
校
施
設
つ
く
り

•
大
臣
官
房
文
教
施
設
部
指
導
課

事
例
紹
介
①
•
5
0視
覚
障
害
教
育
の
専
門
機
関
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
学
校

•
東
京
都
立
久
我
山
盲
学
校
・

事
例
紹
息
・
5
3
最
新
設
備
に
よ
る
聴
覚
障
害
児
教
育
の
充
実
•
神
奈
川
県
立
平
塚
ろ
う
学
校

事
例
紹
介
③
•
5
6太
陽
の
光
と
仲
よ
く
学
ぶ
•
群
馬
県
太
田
市
立
太
田
養
護
学
校

•
南
種
子
町
立
南
種
子
中
学
校
（
鹿
児
島
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

•
与
那
覇
岳
天
然
保
護
区
域
（
沖
縄
県
）

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ
•
多
武
峰
曼
荼
羅

表

3
文
化
財
紹
介

•
紙
本
金
地
著
色
南
蛮
人
渡
来
図

5
8
ユ
ネ
ス
コ
五
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

ー
ー
皇
太
子
殿
下
・
同
妃
殿
下
が
御
臨
席

5
9
教
育
・
文
化
と
地
域
づ
く
り
®
•
滋
賀
県
安
曇
川
町

6
2
焦
点
ー
文
教
施
策

6
4
人
・
こ
の
道
●
増
田
四
郎

6
5
私
の
本
棚
か
ら
●
岸
國
平

6
6
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
8
都
道
府
県
発
—
教
育
・
学
術
・
文
化
ニ
ュ
ー
ス

•
埼
玉
県
•
三
重
県
•
高
知
県
•
沖
縄
県
＇

7
0
こ
ん
に
ち
は
に
っ
ぽ
ん
•
ブ
ラ
ト
カ
・
ヴ
ァ
ン
ダ

7
2
9
6
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
我
が
国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
最
前
線

•
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

7
4
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
代
ざ
な
い

•
佐
賀
大
学
低
乎
地
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー

7
7
鑑
賞
席

•
身
体
と
表
現
1
9
2
0
1
1
9
8
0

ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
セ
ン
タ
ー
所
蔵
作
品
か
ら

7
8
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

•
国
立
大
雪
青
年
の
家

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
•
山
の
温
泉

ー
千
曲
川
の
＾
ケ
ッ
プ
よ
り

8
4
編
集
後
記

5
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部時報こ亨

事
例
紹
介
田
◎
3
2
寄
附
講
座
の
活
動
状
況
•
千
葉
大
学

鱈社会との
連携か進む
学術研究

悉

2
0
地
域
に
お
け
る
産
学
連
携
の
在
り
方
0

森
邦
夫

座
談
会

9
゜
令
後
の
産
学
連
携
の
在
り
方

●
（
出
席
者
）
生
駒
俊
明
／
植
之
原
道
行
／
安
田
幸
夫
／
誓
山
聖
子
・
（
司
会
）
遠
藤
啓

論
文
魯

1
8
産
業
界
か
ら
大
学
へ
の
期
待
意
識
調
査
を
中
心
に
•
三
井
恒
夫

虐
ィ
姿

2
2
産
・
官
・
学
の
連
携
に

尊
敬
と
信
頼
関
係
を
取
り
戻
そ
う
。
田
中
咸
子

事
例
紹
介
田
鬱
2
4
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
の
産
学
交
流
•
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学

事
例
紹
介
即
＠
認
立
命
館
大
学
に
お
け
る
産
官
学
交
流
の
現
状
に
つ
い

•
立
命
館
大
学

事
例
紹
介
四
®
2
8
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
＆
富
山
大
学
•
熊
本
大
学

0

東
京
工
業
大
学

事
例
紹
介
⑤
⑤
3
6
民
閻
等
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
研
究
成
果

•
室
蘭
工
業
大
学

0

東
京
大
学
•
京
都
大
学
•
九
州
大
学

解
説
◎
4
0
大
学
と
産
業
界
等
と
の
研
究
協
力
に
つ
い
て

•
学
術
国
際
局
研
究
助
成
課
研
究
協
力
室

特
別
記
事
い
じ
め
問
題
へ
の
緊
急
対
応
に
つ
い
て

R
4
6
い
じ
め
闘
題
へ
の
緊
急
対
応
に
つ
い
て

か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に

0

初
等
中
等
教
育
局
中
学
校
課

ご
”
)

イラス 1./，I，：羽杞秀～ー。 l]、1部1放生。瑣i「lici行

巻
墨
は

6
大
学
の
社
会
に
対
す
る
貢
献
•
西
澤
潤

と
も
か
＼
こ
の
鶏
の
尾
の
長
さ
に
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ

る
。
一
―

-m
に
近
し
た
記
録
も
あ
る
と
い
う
。
人
か
作
出
し
た
栽

さ
ん

培
植
物
や
家
畜
・
家
禽
に
は
、
も
と
の
野
生
種
や
近
縁
の
品
種
か

ら
大
き
く
か
け
離
礼
た
色
や
形
な
と
を
股
得
し
た
動
植
物
か
少
な

，
＼
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
オ
ナ
ガ
ド
リ
な
ど
は
そ
の
典
型
と
い
っ

て
よ
い
。
長
い
尾
を
引
く
咄
罷
な
姿
は
、
こ
ん
な
鶏
を
作
り
出
し

た
土
佐
地
方
の
江
戸
期
文
化
と
と
も
に
入
を
惹
き
つ
け
て
あ
ま
り

あ
る
も
の
か
あ
る
。
歴
史
的
な
文
化
追
禅
の
ひ
と
つ
と
み
な
せ
る

ゆ
え
ん
で
あ
る
。

鶏
の
尾
団
は
年
々
生
え
替
わ
る
の
か
ふ
つ
う
で
あ
る
か
な
か

と
う
た

に
は
一
年
お
き
の
品
種
も
い
て
、
そ
れ
ら
の
淘
汰
の
結
果
、
抜
け

な
い
て
伸
び
続
け
る
性
阿
を
固
定
し
た
ら
し
い
。
こ
の
性
質
に
さ

ら
に
飼
育
時
に
尾
羽
か
損
な
わ
礼
な
い
よ
う
な
工
夫
か
つ
け
加
わ

る
。
止
箱
と
呼
は
れ
る
飼
育
器
で
、
一
羽
ご
と
文
字
と
お
り
箱
人

り
で
詞
育
す
る
技
術
か
そ
れ
て
あ
る
。

明
治
に
な
っ
て
枇
界
に
同
け
盛
ん
に
輸
出
さ
れ
、
そ
の
禎
み
出

う
な

し
浩
に
囚
ん
だ
ヨ
コ
ハ
マ
の
呼
ひ
名
で
広
く
知
札
設
っ
て
現
在
に

手
二
し
い
る
。
肌
界
的
に
著
名
な
オ
ナ
ガ
ド
リ
で
あ
る
が
、
飼
育

戎
術
の
特
艇
さ
や
限
ら
れ
た
地
方
で
の
累
代
飼
育
が
遠
因
と
な
っ

て
、
最
近
で
は
純
系
の
追
伝
的
劣
化
の
進
行
か
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
て
は
高
知
県
か
中
心
に
な
っ
て
総
合
的
対
策
か
謡
じ
ら
れ
つ

つ
あ
り
、
氾
只
漿
な
文
化
追
虚
の
保
存
＼
の
努
力
か
凧
ね
ら
訊
よ
う

と
し
て
し
る
。

じ

心
＼
ー
い
き
い
き
個
怯
あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

＂
塁
ぐ

t
•
吉
備
高
原
学
園
高
等
学
校
（
岡
山
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

ラ
•
世
界
一
長
い
尾
を
も
つ
鶏

ガ
土
佐
の
オ
ナ
ガ
ド
リ
（
高
知
県
）

ー

表

2
と
名
作
シ
リ
ー
ズ
R
草
枕
絵
巻

表

3
文
化
財
紹
介
R
白
川
村
荻
町

5
1
教
育
・
文
化
と
地
域
づ
く
り
®
•
東
京
都
町
田
市

54
焦
点
ー
文
教
施
策

6
0人
。
こ
の
道
•
原
田
康
夫

61
霞
が
関
ト
ピ
ッ
ク
ス

62
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
4
私
の
本
棚
か
ら
•
藤
島
積

65
鑑
賞
席
＠
イ
カ
ッ
ト
展

絣
に
み
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
色
と
か
た
ち

66
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
。
文
化
ニ
ュ
ー
ス

•
神
奈
川
県
•
奈
良
県
•
徳
島
県
。
大
分
県

6
8
こ
ん
に
ち
は
に
っ
ぽ
ん
•
バ
イ
ヤ
サ
イ
八
ン
゜
バ
イ
ヤ
カ
ル

70
闘
ア
ト
ラ
ン
タ
ー
我
が
国
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
巌
前
線
＠
野
球

72
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

。
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所

75
刊
行
物
紹
介

76
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

•
静
岡
県
浅
羽
町

78
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

80
文
学
の
ふ
る
さ
と
R
ふ
る
さ
と

82
読
者
か
ら
の
た
よ
り

8
3
お
知
ら
せ

84
編
集
後
記

土佐のオナガトリ

。大正12年3月7日 天然記念物指定

昭和27年 3月29日 持別天然記念物指定

天熱記念物歳時記

世
界
一
長
い
尾
を
も

土
佐
の
オ
ナ
ガ

リ

（

高

知

県 書ぐキハ



文部時報言1
特集文教施策の進

平成8年度の展

エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
自
生
南
限
地
帯

（
愛
媛
県
北
条
市
、
山
口
県
防
府
市
、
佐
賀
県
佐
賀
市
、
宮
崎
県
小
林
市
）

た
け

ェ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
は
草
丈
一
五
c
m
か
ら
三
O
c
m
の
ア
ヤ
メ
科

の
多
年
生
草
本
で
、
四
月
上
旬
か
ら
五
月
に
か
け
青
紫
色
の

れ
ん

可
憐
な
花
を
つ
け
る
。
本
種
は
陽
性
植
物
で
あ
り
、
草
丈
も

低
く
、
十
分
な
日
照
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
生
育
が
妨
げ
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
丘
陵
地
に
成
立
し
た
ア
カ
マ
ツ
の
疎
林

や
草
地
な
ど
、
明
る
＜
乾
燥
し
た
場
所
で
し
か
生
育
し
な
い
。

エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
の
分
布
は
西

n本
に
限
定
さ
れ
、
現
在
自

生
が
見
ら
れ
る
の
は
岡
山
、
広
島
、
山
口
、
愛
媛
、
佐
賀
、

大
分
、
宮
崎
の
各
県
で
あ
り
、
愛
媛
県
が
生
育
地
と
し
て
早

く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
あ
る
。

本
種
は

111国
南
部
か
ら
朝
鮮
半
島
に
分
布
す
る
北
方
系
の

梢
物
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
こ
の
種
の
分
布
南
限
地
帯
と
な

っ
て
い
る
。
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
は
散
布
力
が
弱
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
分
布
は
過
去
に
お
い
て

H
本
列
島
が
大
陸
と
陸
続
き
で

あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
賞
煎
な
証
拠
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。標
記
の
ほ
か
に
、
広
島
県
と
山
日
県
の
自
生
地
二
か
所
が

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

（

池

田

啓

）

文
化
財
調
査
官

しI
n

口
芍
§
‘
曳
，
t
＇

I
O
文
教
施
策
の
総
合
的
推
進
•
教
育
改
革
の
推
進
／
地
域
に
お
け
る
文
教
施
策
の
充
実

／
文
教
政
策
の
た
め
の
調
査
研
究
の
充
実
／

r
我
が
国
の
文
教
施
策
」
（
教
育
白
書
）
の
刊
行
／
教
職
員

の

生

涯

生

活

設

計

の

推

進

．

ロ
生
涯
学
習
•
生
涯
学
習
の
振
興
／
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策

召
初
等
中
等
教
育
．
初
等
中
等
教
育
の
概
況
／
教
育
内
容
・
方
法
の
改
善
／
学
校
週
五
日
制
の

実
施
／
生
徒
指
導
の
充
実
／
進
路
指
導
の
改
醤
／
健
康
教
育
の
充
実
／
国
際
化
・
情
報
北
｀
へ
の
対
応
／
高

等
学
校
教
育
の
改
革
／
幼
稚
園
教
育
・
職
業
教
育
・
特
殊
教
育
の
振
興
／
よ
り
よ
い
教
科
書
の
提
供
／
教

職
員
定
数
の
充
実
等
教
育
条
件
の
整
備
／
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
／
海
外
子
女
・
帰
国
子
女
教
育
の
充

実
／
外
国
人
子
女
教
育
の
推
進
／
学
校
等
の
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
／
同
和
教
育
の
振
興

2
4
高
等
教
育
•
高
等
教
育
の
現
状
と
整
備
の
方
向
／
高
等
教
育
改
革
の
推
進
／
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育

の
推
進
／
理
工
系
人
材
の
養
成
／
医
学
教
育
等
の
改
善
／
大
学
院
の
充
実
と
改
革
／
国
立
大
学
の
整
備
充

実
等
／
公
立
大
学
等
に
対
す
る
助
成
／
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善
／
育
英
奨
学
事
業
の
充
実
／
学
生
の
就

職
に
つ
い
て
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
高
等
教
育
の
推
進

3
0私
立
学
校
•
私
学
行
政
の
概
況
／
私
学
助
成
の
充
実

孟
字
術
研
究
•
学
術
行
政
の
概
況
／
科
学
研
究
費
補
助
金
の
拡
充
と
出
資
制
度
の
創
設
／
若
手
研
究

者
の
養
成
・
確
保
／
学
術
研
究
体
制
の
整
備
／
基
礎
研
究
の
重
点
的
推
進
／
学
術
研
究
の
社
会
的
協
力
•

連
携
の
推
進

3
6社
会
教
育
•
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
社
会
教
育
事
業
の
充
実
／
社
会
教
育
の
諸
条
件
の
整
備

3
8ス
ポ
—
ッ
•
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
概
況
／
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実
／
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
／
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
／
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

4
2文
化
•
文
化
政
策
の
推
進
／
芸
術
文
化
の
振
興
／
国
語
・
著
作
権
・
宗
務
／
文
化
財
の
保
存
・
活
用

の
推
進
／
国
立
文
化
施
設
の
整
備
・
充
実

4
6国
際
交
流
・
協
力
•
国
際
交
流
・
協
力
の
概
況
／
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
国

際
交
流
・
協
力
／
留
学
生
交
流
の
推
進
／
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の
推
進

5
0情
報
化
の
推
進
•
情
報
化
施
策
の
概
況
／
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た
各
分
野
の
取
組

5
2文
教
施
設
•
文
教
施
設
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
等
の
推
進
／
初
等
中
等
教
育
施
設
の
整
備
方
策

／
国
立
学
校
施
設
の
整
備
充
実

54
平
成
ハ
年
度
予
算
／
文
部
省
の
機
構
定
員
／
文
教
関
係
の
税
制

；
 •

舞
阪
町
立
舞
阪
幼
稚
園
（
静
岡
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
ご
よ
み

凶

•
エ
ヒ
メ
ア
ヤ
メ
自
生
南
限
地
帯

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ
●
極
楽
井

表

3
文
化
財
紹
介

•
八
戸
及
び
周
辺
地
域
の

漁
榜
用
具
と
浜
小
屋

6

で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
•
高
野
進

“
焦
点
—
文
教
施
策

63お
知
ら
せ

64中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
6
ボ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
・
推
進

68
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

•
東
京
都
•
京
都
府
•
島
根
県
•
宮
崎
県

7
0
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

•
香
川
大
学
•
島
根
大
学

7
7鑑
賞
席
•
東
ア
ジ
ア
の
仏
た
ち

78ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

•
新
潟
県
上
越
地
域
広
域
行
政
組
合

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
•
若
い
人

8
4
編
集
後
記

7
4
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
九
州
大
学
機
能
物
質
科
学
研
究
所

L
a
 

イラスト／内部敬生・須IIII導行・至井さと子

7
2
現
代
ろ
ホ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

•
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ヴ大正14年I0月8日天然記念物指定

、問い合わせ先 防府市教育委員会文化課文化財係

TEL 0835-23-1500 

＼ヌ3然百已念物為担寺百己～花ごよ亙

写真は山口県防府市



特集 語施策50年
新しい時代し向けて

急

49
文
化
庁
の
日
本
語
教
育
施
策

5
 

部時紺

魯

4
8
国
語
施
策
の
普
及

儡
紹
介
田
◎

38
太

田

市

に

お

け

る

在

住

外

国

人

の

た

め

の

日

本

語

教

育

令

群

馬

県

太

田

市

事
例
紹
介
図
⑬

40夢
の

あ

る

町

づ

く

り

へ

行

動

I今

「
全
国
方
言
大
会
」
舎
山
形
喋
三
川
町
三
川
じ
ピ
ア
創
造
委
員
会

事

例

紹

介

国

⑩

伊

国

語

表

現

で

の

ビ

デ

オ

テ

ー

プ

の

活

用

令
東
京
都
立
雪
谷
高
等
学
校

資
料
⑮

4
4
国
語
施
策
と
国
語
審
議
会
の
五

0
年
令
文
化
庁
又
化
部
国
語
課

［ふ卜文部雀［璽墾」

1996 

平成8年

No.1433 

9
頸

現

代

表

記

の

効

用

と

、

戦

前

の

当

て

字

乞

斎

賀

秀

夫

エ
ッ
セ
イ
魯

34
日

本

語

と

わ

た

し

9
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク

懃

31情
報

化

と

日

本

語

に

つ

い

て

命

荻

野

網

男

,
2
8
日

本

語

教

育

の

五

0
年

言

元

菊

雄

：こ忍言喜匂汽峙詞ー：花琴；；)

フ
シ
に
は
、
平
地
に
広
く
見
ら
れ
る
フ
ジ
（
ノ
ダ
フ
ジ
）

と
低
山
地
に
生
育
す
る
ヤ
マ
フ
ジ
と
が
あ
る
。
天
然
記
念
物

に
は
七
性
の
フ
ジ
の
巨
樹
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
い
す
れ
も

ノ
ダ
フ
ジ
で
、
ヤ
マ
フ
ジ
と
は
逆
に
つ
る
は
左
に
巻
い
て
い

る。
フ
ジ
の
姿
て
す
ぐ
さ
ま
思
い
浮
か
ぷ
の
は
、
棚
に
し
つ
ら

え
ら
札
、
み
こ
と
な
花
ぶ
さ
を
垂
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
花
ぶ
さ
は
、
み
ご
と
立
も
の
に
な
る
と
長
さ
―

-
m
を
超

す
も
の
も
あ
る
。
埼
玉
県
に
あ
る
特
別
天
然
記
念
物
「
牛
島

の
フ
ジ
」
が
こ
の
代
表
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
r

フ
ジ
は
つ
る
性
の
樹
木
で
あ
り
r

他
の
樹
木
に

か
ら
み
つ
き
、
は
い
登
っ
て
成
長
し
て
い
く
の
が
本
来
の
姿

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
姿
を
持
つ
の
が
「
滝
前
不
動
の
フ
ン
」

て
r

佐
藤
正
治
氏
方
の
不
道
明
王
を
祭
る
境
内
に
生
育
し
、

樹
齢
は
四

0
0
年
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
幹
は
恨
本
か

ら
三
本
に
分
か
れ
、
ス
ギ
、
ケ
ヤ
キ
に
か
ら
み
つ
き
な
か
ら

高
さ
二
五
m
か
ら
二
八
m
に
ま
で
竜
の
よ
う
に
上
っ
て
い
る
。

最
近
、
か
ら
み
つ
か
れ
た
ス
ギ
か
7

シ
の
重
さ
に
耐
え
き
札

す
枯
れ
た
た
め
、
こ
の
姿
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
て
、
保
護

の
手
だ
て
か
と
ら
れ
た
。

文
化
庁
文
化
財
保
誤
部
記
念
物
課

（

池

田

文
化
財
調
査
官

座
談
会
＠
口
国
語
施
策
に
期
待
す
る
こ
と

令
（
出
席
き
水
谷
修
／
松
村
明
／
堀
田
倫
男
／
西
尾
珪
子
／
如
月
小
春
命
（
司
会
）
大
皇
有
史

論
文
R
2
4
戦
後
五

0
年

の

国

字

問

題

仮
名
遣
い
に
関
す
る
施
策
を
中
心
に
魯
築
島
裕

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
ご
よ
み

奪
滝
前
不
動
の
フ
ジ
（
宮
城
県
川
崎
町
）

表
2

名
作
シ
リ
ー
ズ
令
金
蓉

表

3

文
化
財
紹
介

令
岩
手
県
蒔
前
遺
跡
出
土
品
・
土
面

6
で
あ
い
。
ふ
れ
あ
い
命
植
田
和
弘

50
焦
点
ー
文
教
施
策

58お
知
ら
せ

6
0
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

64ポ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

奪
多
様
で
高
度
な
学
習
機
会
の
提
供

6
6
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
。
ス
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

令
秋
田
県
令
岐
阜
県
疇
高
知
県
希
廊
児
島
県

-
6
8
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

一

疇

徳

島

大

学

令

長

崎

大

学

7
0
現
代
ス
ボ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

も
ア
ン
チ
。
ド
ー
ピ
ン
グ

ス
ポ
ー
ツ
界
の
薬
物
乱
用

7
2
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

傘

東

京

大

学

医

科

学

研

究

所

い

さ

万
鑑
賞
席
令
企
画
展
示
失
わ
れ
ゆ
く
番
匠
の
井

道

具

と

儀

式

室

，
 

76
刊

行

物

紹

介

博

田須

7
8
'
ぼ
（
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

會

北

海

道

広

島

町

中

央

公

民

館

生

9
J’・ 

8

0

海

外

教

育

ニ

ュ

ー

ス

内

ス

8

2

文

学

の

ふ

る

さ

と

◇

武

蔵

野

卜

ラ

84編
集

後

記

イ

春

頭

言

？

。

国

語

施

策

五

0
年

の

歩

み

＊

金

田

一

春

彦

啓ヽ
／

母昭和51年6月16日天然記念物指定

問い合わせ先

宮城県川崎町教育委晨会社会教育課

TEL 0224-84-21 I I 

滝
阿
不
動

フ
ジ
（
宮
城
県
川
崎
町
）
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部

解

虐

43

進
む
高
校
教
育
改
革
に
つ
い
て

工

ノ

セ

イ

魯

戸

高

校

時

代

を

振

り

返

っ

て

帝

江

上

節

子

⑬

28
生

徒

一

人

一

人

を

生

か

す

高

等

学

校

含

佐

野

喜

5
 

イラスト／内部敬生・碩田博行・室井さと子

「
き
れ
い
な
花
に
は
剌
が
あ
る
」
。
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
る

せ
ん

コ
ウ
シ
ン
ソ
ウ
は
、
刺
な
ら
ぬ
腺
毛
か
ら
帖
液
を
出
し
て
虫

を
抽
ら
え
る
食
虫
植
物
で
あ
る
。
食
虫
机
物
と
し
て
は
モ
ウ

セ
ン
ゴ
ケ
か
府
名
だ
が
、
コ
ウ
シ
ン
ソ
ウ
の
屈
す
る
夕
i
メ
キ

モ
科
の
梢
物
は
す
べ
て
食
虫
植
物
で
あ
り
、
ム
シ
ト
リ
ス
ミ

レ
や
タ
ヌ
キ
モ
な
ど
祉
界
で
約
三

O
)
0柾
が
知
ら
礼
て
い
る
。

食
虫
植
物
が
虫
を
抽
ら
え
る
工
夫
は
種
こ
よ
っ
て
様
々
で

あ
る
。
コ
ウ
シ
ン
ソ
ウ
の
よ
う
な
「
鳥
も
ち
式
」
の
他
に
、

「
わ
な
式
」
、
「
浴
と
し
穴
式
」
な
ど
、
そ
れ
そ
札
巧
妙
な
方

法
で
虫
を
抽
ら
え
、
タ
ン
ペ
ク
質
を
分
解
し
て
窒
素
や
リ
ン

を
補
給
し
て
い
る
。

コ
ウ
シ
ン
ソ
ウ
は
日
本
に
固
有
の
植
物
で
、
明
治
二
三
年

こ

う

し

ん

さ

人

が

け

に
足
尾
町
庚
中
山
で
発
見
さ
れ
た
。
杞
地
に
へ
ば
り
つ
＼
よ

ご
ろ

う
に
生
え
て
お
刈
六
月
中
頃
に
紅
紫
色
の
花
を
ひ
っ
そ
り

と
咲
か
せ
る
。
花
の
時
期
に
は
谷
の
方
を
向
い
て
い
る
か
、

結
爽
し
た
後
に
は
向
き
を
山
側
に
変
え
、
実
っ
た
種
子
を
岩

に
こ
す
り
つ
け
る
と
い
う
風
変
わ
り
な
皆
性
を
も
っ
て
い
る
。

コ
ウ
シ
ン
ソ
ウ
は
花
茎
を
含
め
て
も
J
i
c
m
か
ら
六
c
m
と
い

ぅ
卜
さ
な
植
物
で
は
あ
る
が
、
湘
地
と
い
う
特
殊
な
立
辿
に

詑
く
は
ど
よ
く
遥
応
し
た
生
活
史
特
性
を
も
っ
た
植
物
な
の

で
あ
る
C

喜

＄

IO

高
校
教
育
改
革
の
現
状
と
課
題

命
（
出
席
差
増
井
俊
明
／
笠
原
喜
平
／
勝
方
信
一
／
令
井
通
子
會
（
司
会
）
本
閻
政
雄

雙
R

2

0

高

校

敦

育

改

革

と

高

校

敦

育

の

日

本

的

構

造

命

耳

塚

寛

明

R

2

4

高

校

教

育

の

目

的

は

「

進

路

指

導

」

高
校
教
育
の
改
革
に
期
待
す
る
烹
桐
村
晋
次

箕

例

紹

介

、

3

4

千

葉

県

に

お

け

る

学

校

閻

連

携

の

歩

み

吟
千
葉
隈
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
回
：

37専
修

学

校

に

お

け

る

学

習

成

果

の

単

位

認

定

令
静
岡
県
立
静
岡
商
業
高
等
学
校

事
例
紹
介
国
翁

40
心

を

育

て

る

教

育

を

目

指

し

て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
，
＇
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
設
置
令
熊
本
県
立
南
関
高
等
学
校

0
4
3

一
高
校
教
育
改
革
の
推
進
状
況
に
つ
い
て

令
初
等
中
等
教
育
局
高
等
学
校
課
嵩
校
教
育
改
革
推
進
室

へ
き
地
学
校
高
度
情
報
通
信
設
備

（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
）
活
用
方
法
研
究
開
発
事
業

等
教
育
助
成
局
財
務
課
教
育
財
務
企
画
室

表

2
i
名
作
シ
リ
ー
ズ
傘
根
上
の
花

6

9

で
あ
い
。
ふ
れ
あ
い
傘
久
保
克
之

48焦
点
ー
文
教
施
策

58お
知
ら
せ

60
霞
が
関
ト
ピ
ッ
ク
ス

6
2
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

邸
ボ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

舎
初
め
て
の
地
域
生
涯
学
習
振
興
基
本
構

想
の
承
認
に
つ
い
て

6
8
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

食
茨
城
県
會
大
阪
府
令
広
島
県
簿
香
川
県

7
0ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
~
学
の
公
開
講
座
か
ら

傘
北
海
道
大
学
令
筑
被
大
学

戸
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

争
み
る
ス
ポ
ー
ツ

7
4
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
さ
な
い

令
東
北
大
学
反
応
化
学
研
究
所

77
鑑
賞
席
令
ど
う
し
て
像
は
つ
く
ら
れ
た
の
？

子
ど
も
の
た
め
の
美
術
展

8
 
7
ほ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

嘩
国
立
夜
須
高
原
少
年
自
然
の
家

80
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

釦
文
学
の
ふ
る
さ
と
魯
芋
の
露

84編
集
後
記

表

3
．
文
化
財
紹
介
令
出
水
麓

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
ご
よ
み

命
コ
ウ
シ
ン
ソ
ウ
自
生
地
（
栃
木
県
） 大正I0年3月3日天然記念物指定

昭和27年3月19目名称変更

昭和27年 3月19日特別天然記念物指定

J ―  

［三怒言己委麟歳峙喜已～ ） 

コ
ワ
シ
ン
ソ
ワ
自
生
均

（
栃
木
県
上
都
賀
郡
足
尾
町
）

問い合わせ先 足厖町教育委員会生涯学習誤

TEL 0288-93-332 I 



1文部時報ごラ
特“学校等の防災体制の
充実について

大
雪
山
の
春
は
七
月
半
ば
か
ら
始
ま
る
。

雪
が
消
え
た
高
山
帯
に
は
様
々
な
高
山
植
物
が
花
開
く
。

こ
れ
を
庭
に
咲
き
乱
れ
る
さ
ま
に
見
立
て
、
ア
イ
ヌ
民
族
は

カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ル
（
神
の
庭
）
と
呼
ん
だ
。

大
雪
山
の
特
徴
は
、
二

0
0
0
m
を
超
す
山
々
が
高
原
状

に
連
な
る
地
形
で
あ
り
、
こ
の
た
め
高
山
植
物
群
落
が
多
様

れ
●

で
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
岩
礫
地
、
砂
礫

地
、
湿
潤
地
な
ど
生
育
環
境
に
よ
っ
て
特
徴
的
な
群
落
が
成

立
し
て
い
る
。
乾
燥
し
た
礫
地
に
生
育
す
る
エ
ゾ
オ
ヤ
マ
エ

ン
ド
ウ
、
湿
っ
た
礫
地
に
生
え
る
ホ
ソ
バ
ウ
ル
ッ
プ
ソ
ウ
な

ど
は
大
雪
山
に
固
有
の
高
山
植
物
で
あ
る
。

大
雪
山
は
植
物
ば
か
り
で
は
な
く
、
氷
河
期
の
遺
存
種
で

あ
る
高
山
蝶
の
ダ
イ
セ
ッ
タ
カ
ネ
ヒ
カ
ゲ
、
哺
乳
類
の
ナ

キ
ウ
サ
ギ
な
ど
野
生
動
物
の
宝
庫
で
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、

天
然
記
念
物
が
富
ん
だ
代
表
的
地
域
と
し
て
天
然
保
護
区
域

に
指
定
さ
れ
、
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
我
が
国
最

大
の
面
積
を
誇
る
国
立
公
園
で
も
あ
る
。

'
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

一

文

化

財

調

査

官

池

田

啓

）

座
談
会•
I
Oよ
り
安
全
な
学
校
へ

♦

（
出
席
者
）
近
藤
靖
宏
／
川
村
英
子
／
井
野
盛
夫
／
徳
山
明
◆
（
司
会
）
清
水
潔

事

例

紹

介

田

・

2

4

学

校

防

災

体

制

の

充

実

に

向

け

て

の

取

組

◆
神
戸
市
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
回
•
2
6江
東
区
に
お
け
る
学
校
防
災
の
現
状
と
課
題

♦
東
京
都
江
東
区
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
国
•
2
8静
岡
県
に
お
け
る
地
震
防
災
対
策
の
現
状

◆
静
岡
県
教
育
委
員
会

解
説
•
3
4文
部
省
に
お
け
る
学
校
等
の
防
災
体
制
の

充

実

に

向

け

て

の

取

組

◆
大
臣
官
房
文
教
施
設
部
指
導
課
、
教
育
助
成
局
地
方
課
・
施
設
助
成
課
、

体
育
局
学
校
健
康
教
育
課

資
料
•
3
8学
校
等
の
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

（
第
一
次
報
告
）
の
概
要

♦
学
校
等
の
防
災
体
制
の
充
実
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議

.
4
7
参

考

資

料

一

覧

.
3
2救
援

物

資

隊

に

参

加

し

て

◆

澤

本

有

子

体
験
記
•
3
0震
災
か
ら
一
年
が
過
ぎ
て
♦
上
田
統
雄

ェ
ッ
セ
イ
•
2
2よ
き
市
民
よ
き
隣
人
◆
山
谷
え
り
子

論

文

●

心

学

校

防

災

の

役

割

と

課

題

◆

廣

井

脩

巻
頭
言
●

8

「
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
は
ぐ
く
む♦
高
倉
翔

問い合わせ先

上川郡上）II町層雲峡 大雪山国立公園層雲峡博物館

TEL O I 658-5 -3427 
（天然言已念紗歳時詞～花ごよみ）

大

雪

山

（

北

海

道

上

川

町

、

東

川

町

、

美

瑛

町

、

新

得

町

）

謬彎こ：心ダ← ，＿寸，9，919・

表表 4 
3 2 
文名◆天 ♦ ぁ

店り昇眉〗
繋 ll 叶§悶
♦ ；口百叶
組蒔芭記尾記
踊絵 1 中
玉阿学
すよ校
だみ函

琵；
盤

6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
◆
荻
原
健
司

4
8
焦
点
—
文
教
施
策

55
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

62
ポ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

◆
高
齢
者
Q
字
習
活
動
の
推
進

6
4
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
う
飛
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

◆
山
梨
県
全
余
良
県
◆
鳥
取
県
♦
長
崎
県

66
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
|
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

♦
福
島
大
学
◆
中
央
学
院
大
学

6
8
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

♦
新
し
く
て
古
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
化
時
代

70
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

◆
北
海
道
大
学
低
温
科
学
研
究
所

73
お
知
ら
せ
・
刊
行
物
紹
介

7
6
鑑
賞
席

◆
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・
国
立
西
洋
美
術
館

所
蔵
作
品
に
よ
る

交
差
す
る
ま
な
ざ
し

ョ
ー
ロ
ッ
パ
と
近
代
日
本
の
美
術

♦
生
誕
二
0
0
年
記
念
特
別
展

シ
ー
ボ
ル
ト
父
子
の
み
た
日
本

7
8
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ェ
ー
ク
エ
ン
ド

♦
石
川
県
富
来
町
教
育
委
員
会

80
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
◆
あ
の
町
こ
の
町

8
4
編
集
後
記

エゾオヤマエンドウ

◎昭和46年 4月23日天然記念物指定

昭和52年3月15日特別天然記念物指定

白雲岳からトムラウシ山を望む
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Q
&
A
0
4
5
文
化
財
登
録
制
度
Q
呂

A

/’ lょ天然訳震鬱歳峙言已～花こ疇・:)

八
マ
ナ
ス
自
生
南
隈
地
雫

（
茨
城
県
鹿
嶋
市
、
鳥
取
県
烏
取
市
。
西
伯
郡
中
山
町
）

ハ
マ
ナ
ス
は
北
国
の
浜
辺
の
夏
を
彩
る
柏
物
で
あ
る
。
ハ

ラ
科
に
屈
し
、
野
生
の
ベ
ラ
属
植
物
の
中
で
は
最
大
の
花
を

咲
か
せ
る
。
花
は
紅
色
で
ま
れ
に
白
い
花
も
見
ら
れ
、
そ
の

直
径
は
五
e
m
か
ら
一

Ocm
に
も
達
す
る
。
砂
渋
の
や
や
安
定

し
た
立
地
に
、
高
さ
―

m
ほ
と
の
低
木
朴
を
つ
く
り
、
枝
や

と
げ

葉
柄
に
は
細
い
剌
が
密
生
し
て
い
る
。
な

へ
マ
ナ
ス
と
い
つ
名
は
、
「
浜
茄
子
」
で
は
な
く
「
浜
梨
」

か
な
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
定
説
。
果
実
の
形
が

ナ
シ
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
か
付
い
た
と
い
う
。
果

実
は
ビ
タ
ミ
ン

C
か
豊
富
で
食
用
に
な
る
。
ま
た
、
花
か
ら

は
ロ
ー
ズ
油
か
と
れ
て
香
料
と
さ
れ
、
恨
は
タ
ン
ニ
ン
を
含

み
染
料
と
な
り
、
花
弁
を
乾
燥
し
た
も
の
は
生
薬
と
し
て
用

い
ら
れ
る
な
ど
、
な
か
な
か
有
用
な
植
物
て
あ
る
。

北
方
系
の
植
物
で
、
分
布
は
ア
ラ
ス
カ
、
ア
リ
ュ
i
シ
ャ

ン
か
ら
朝
鮮
半
島
、
中
国
束
北
部
に
及
ぶ
。
日
本
で
は
r

大

平
洋
側
で
は
炭
城
県
か
、
日
本
海
側
で
は
鳥
取
県
力
南
限
地

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
両
地
域
が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
っ
恋
。
本
米
、
大
群
落
を
形
成
す
る
植
物
で
は
あ
る
か
、

分
布
の
限
界
域
で
は
、
ハ
マ
ナ
ス
に
と
っ
て
厳
し
い
条
件
の

も
と
て
他
の
植
物
と
競
争
し
な
か
ら
群
落
を
維
持
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

沖
談
会

R
I
O

文
化
財
保
護
の
新
た
な
展
閑

令
（
出
席
者
）
木
原
啓
吉
／
荒
井
桂
／
嶋
崎
丞
／
小
島
美
子
令
（
司
会
）
綺
谷
康
文

論

、

22
地
方
公
共
団
体
か
ら
見
た

文
化
財
保
護
制
度
に
つ
い
て
全
野
村
興
兒

ェ
ッ
セ
イ

R
2
6
上
方
落
語
の
効
果
音
命
桂
米
朝

儡
紹
介
｀
28
歴
史
的
建
造
籾
の
文
化
財
登
録

京
都
市
に
お
け
る
試
み
合
京
都
市
文
侶
市
民
周
文
化
部
文
化
財
保
護
課

賞
紹
介
図
◎
刃
埋
も
れ
た
文
化
財
掘
り
起
こ
し

「
未
指
定
文
化
財
の
登
録
」
制
度
令
熊
本
粟
山
江
村
教
育
委
員
会

事
例
紹
介
｀
3
4
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
財
登
録
制
度
に
つ
い
て

日
本
に
お
け
る
課
題
も
含
め
て
奪
羽
生
修
二

聾
嘗

37
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
つ
い
て
令
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
伝
統
文
化
課

特
別
記
事
今
後
の
医
療
関

i

48ニ
一
世
紀
に
向
け
て
の

医
療
人
養
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
令
鈴
木
章
夫

唸
竺
二
世
紀
の
命
と
健
康
を
守
る
医
療
人
の
育
成
を
目
指
し
て

ニ
一
世
紀
医
学
。
医
療
懇
談
会
第
一
次
報
告
令
高
等
教
育
局
医
学
教
育
課

R
5
3
医
学
教
育
に
お
け
る
改
革
事
例

令
高
知
医
科
大
学
・
東
京
女
子
医
科
大
学
。
大
阪
大
学
医
学
部

者
養
成
の
在
り
方

6
て
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
魯
羽
生
善
治

57
焦
点
ー
文
教
施
策

60
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

64ポ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

傘
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
整
備
充
実

66
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
。
文
化
・
ス
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

受
福
島
県
書
玉
県
舎
岡
山
県
令
福
岡
県

68
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

奪
東
北
大
学
魯
京
都
府
立
大
学

70
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

令
二

0
0
二
年
ワ
ー
J
V
ド
カ
ッ
プ
に
つ
い
て

戸
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

令
東
北
大
学
索
材
工
学
研
究
所

75お
知
ら
せ

76鑑
貸
席
令
日
本
人
の
源
流
を
さ
ぐ
る

ピ
テ
カ
ン
ト
ロ
プ
ス
展

令
美
術
家
の
冒
険

多
面
化
す
る
表
現
と
手
法

78ぽ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

令
青
森
県
浪
岡
町
教
育
委
員
会

80
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

82
文
学
の
ふ
る
さ
と
令
二
十
四
の
瞳

84編
集
後
記

表

3j
文
化
財
紹
介
令
刺
絨
三
昧
耶
幡

5
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表

2と
名
作
シ
リ
ー
ズ
傘
蒜
菜
静
物

文
化
庁
文
化
財
保
説
部
記
念
物
課

（

蒔

日

明

史

文
化
財
隅
査
官

⑰大正II年 3月8日天然記念物指定

問い合わせ先

茨城県鹿嶋市教育委員会生涯学習9製
TEI_ 0299-82-291 I' 

烏取県教育委異会文化誤

TEL 0857-26,,7525 



羅時紺二重
特集

ー

』

T
-
―
―
- け 学

につい

赤
井
谷
地
は
猪
伯
代
湖
の
北
西
に
位
置
す
る
高
層
湿

原
で
あ
る
。
標
高
五
二

0
m
の
低
地
に
あ
り
な
か
ら
北

方
系
の
植
物
に
富
み
、
湿
原
内
に
は
二

0
0
種
以
上
の

植
物
が
生
育
し
て
い
る
。
ホ
ロ
ム
イ
イ
チ
ゴ
な
ど
本
州

9
5
れ

て
は
稀
な
植
物
も
多
い
。

湿
原
は
四
季
そ
れ
そ
れ
蔀
や
か
で
あ
る
。
四
月
上
旬

の
ミ
ズ
パ
シ

m
ウ
の
開
花
に
始
ま
り
、
五
月
か
ら
初
夏

に
か
け
て
、
ゼ
ン
テ
イ
カ
r

レ
ン
ゲ
ッ
ッ
ジ
、
卜
央
ソ

ゥ
な
ど
多
数
の
花
か
入
れ
替
わ
り
咲
き
競
ヽ
「
。
と
り
わ

げ
ミ
ク
ヅ
キ
グ
サ
や
ノ
リ
ウ
ッ
キ
の
白
い
花
は
、
長

期
に
わ
た
っ
て
赤
井
谷
地
を
彩
る
。
盛
夏
に
は
、
全
域

に
見
ら
れ
る
ヌ
マ
ガ
ヤ
の
合
間
に
、
コ
バ
ギ
ポ
ウ
シ
や

サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
の
紫
色
の
花
か
目
を
引
く
。
秋
風

か
吹
く
こ
ろ
に
な
る
と
、
さ
す
が
に
花
の
数
も
少
な
く

な
る
か
、
ウ
メ
バ
チ
ゾ
ウ
（
写
真
）
や
工
ヅ
り
ン
ト
ウ

な
ど
は
晩
秋
ま
で
咲
き
続
け
r

や
か
て
湿
原
は
雪
に
覆

児
響
。
10

様
々
な
機
関
・
施
設
に
お
け
る

生
涯
学
習
機
会
の
提
供
に
つ
い
て

魯
（
出
席
者
）
木
村
孟
／
大
野
忠
／
二
宮
操
一
／
鈴
木
敏
恵
魯
（
司
会
）
北
村
幸
久

事

例

紹

介

｀

3

9

生

涯

学

習

を

支

援

す

る

教

育

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

＊
国
立
科
学
博
物
館

ポ
例
紹
介
国
R
4
2
宇
宙
学
校
ー
開
か
れ
た
研
究
所
を
目
指
し
て
魯
宇
宙
科
学
研
究
所

解
説
母

44
最

近

の

生

涯

学

習

審

議

会

の

動

き

に

つ

い

て

命
生
涯
学
習
局
生
涯
学
習
振
興
課
五
社
会
教
育
課

ェ
ッ
セ
ぶ
2
8
卒
業
生
の
戻
れ
る
場
所
争
服
部
幸
應

R
2
4
「
新
し
い
風
」
は
ど
こ
ま
で
広
が
っ
た
か
令
永
井
順
國

論
文
⑮

20
創

造

的

な

人

材

の

育

成

に

向

け

て

含

和

田

籠

幸

，，ター 、ヽ

（叉恣詞え鯰歳峠言こ～花こよ7:)
9' 

赤
井
谷
地
沼
野
楢
物
群
落
層
罵
会
津
若
松
市
）

表

3
文
化
財
紹
介

令
上
中
町
熊
川
宿
（
摺
井
県
）

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
會
麗
子
肖
像

（
麗
子
五
歳
之
像
）

I

あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

令
駒
ヶ
根
市
立
赤
穂
南
小
学
校
（
長
野
県
）

蒔
田
明
史
）

[
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

一

文

化

財

詞

査

官

わ
れ
る
冬
枯
れ
の
季
節
を
迎
え
る
の
て
あ
る
。

赤
井
谷
地
で
は
r

四
年
間
を
か
け
て
植
物
の
生
育
状

況
や
水
収
支
な
ど
の
関
査
が
行
わ
れ
、
最
近
報
告
薔
が

ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
貴
重
な
自
然
を
守
る
た
め
に
何

を
な
す
べ
き
か
、
現
在
も
熱
心
な
認
論
が
続
け
ら
れ
て

し
る

＄
四
紹
介
田
魯
3
0
生
涯
学
習
時
代
と
大
学
博
物
館
竺
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

事
例
紹
介
図
怨
3
3
ミ
ニ
大
学
院
ア
フ
タ
ー
フ
ァ
イ
ブ
コ
ー
ス
魯
璧
橋
技
術
科
学
大
学

事
例
紹
介
厨

36「
開

か

れ

た

学

校

」

を

家

庭

。

地

域

・

学

校

の

連

携

で

・

。

。

市
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
令
千
葉
漿
市
川
市
教
育
委
員
会

特
別
記
事
い
じ
め
の
問
題
に
関
す
る
総
合
的
な
取
紺
に
つ
い
て

＠

戸

い

じ

め

問

題

の

解

決

に

向

け

て

一

人

一

人

が

行

動

す

る

と

き

「
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
等
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
報
告

令
初
等
中
等
教
育
局
中
学
校
課

6
鑑
賞
席

令
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
フ
ォ
ー
。
サ
バ
イ
バ
ル

生
存
へ
の
意
志

60
焦
点
ー
文
敏
施
策

6
5
お
知
ら
せ

67ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
謡
座
ー
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

令
富
山
医
科
薬
科
大
学

6
8
ポ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

念
逗
子
博
物
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

7
0
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

令
京
都
大
学
超
高
層
雷
波
研
究
セ
ン
タ
ー

7
3
都
道
府
県
発
'
—
教
育
学
術
・
文
化
・
ス
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

喜

手

県

愛

神

奈

川

県

烹

品

山

県

等
滋
賀
県
等
兵
庫
県

76現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

令
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス
の
時
代

78ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

傘
島
恨
県
海
士
町
教
育
委
員
会

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
奪
城
の
崎
に
て

8
4
編
集
後
記

落昭和 3年3月24日天然記念物指定

‘/~ 
J
タ

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
こ
よ
み

令
赤
井
谷
地
沼
野
植
物
群
落
（
福
磨
県
）

5
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文部時報ヨ6
特集第15期中央教育審議会

第一次答申

（天然言已念拗歳峙訳～花こより

座
談
会

•
I
O
-―
一
世
紀
を
展
望
し
た
教
育
改
革

◆
（
出
席
者
）
有
馬
朗
人
／
黒
田
あ
ゆ
み
／
中
川
志
郎
／
森
隆
夫
◆
（
司
会
）
富
岡
賢
治

随
想
•
2
0中
教
審
に
参
加
し
て
合
中
満
智
子

.
2
2

楽
し
い
作
品
づ
く
り
？
◆
薄
田
泰
元

嬰
・
2
4
“
知
恵
を
育
て
る
学
校
“
を
と
う
つ
く
る
全
＾
笠
茂

.
2
6
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
の
取
組
に
つ
い
て
◆
森
田
洋
司

•
2
8家
庭
教
育
の
具
体
的
内
容
◆
詫
摩
武
俊

.
3
0
中
教
審
の
答
申
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と

地
域
社
会
に
お
け
る
教
育
を
担
う
立
場
か
ら♦松
下
倶
子

・
伊
国
際
社
会
に
生
き
る
力
を
含
i
川
久

.
3
4
進
展
が
期
待
で
き
る
教
育
の
情
報
化
◆
清
水
康
敬

.
3
6
中
央
教
育
審
議
会
第
一
次
答
申
を
読
ん
で

9
木
村
傭
治
郎

.
3
8
子
供
た
ち
の
視
線
か
ら
の
教
育
改
革
を
◆
櫻
井
修

解
説
•
4
0第
＿
五
期
中
央
教
育
審
議
会
第
＿
次
答
申
の

概
要
に
つ
い
て
◆
大
臣
官
房
政
策
課

.
4
5
第
＿
次
答
申
を
踏
ま
え
た
施
策
の
展
開

寄
稿
•
4
8二
十
ご
世
紀
の
ユ
ネ
ス
コ
を
考
え
る

理
想
と
現
実
の
は
ざ
ま
で
◆
望
月
敏
夫

巻
頭
言
●

8

新
世
紀
に
向
け
た
教
育
の
改
革
◆
奥
田
幹
生

54焦
点
ー
文
教
施
策

6
2
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

70都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

◆
青
森
県
◆
新
潟
県
♦
千
葉
県
◆
山
口
県

72
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
|
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

◆
名
古
屋
大
学
全
墨
昼
成
穂
大
学

74
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

♦
岡
山
大
学
固
体
地
球
研
究
セ
ン
タ
ー

77ボ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

◆
大
会
テ
ー
マ
は

「
未
知
の
わ
た
し
と
出
会
う
道
」

第
八
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ

4
ハル

78ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

♦
鹿
児
島
県
佐
多
町
大
泊
子
ど
も
会

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
◆
千
烏

84編
集
後
記

64お
知
ら
せ

61
鑑
賞
席
◆
室
町
時
代
の
狩
野
派

画
壇
制
覇
へ
の
道

6

で
あ
い
•
ふ
れ
あ
い
◆
恵
本
裕
子

や
っ
こ

「
奴
さ
ん
」
の
姿
を
思
わ
す
奇
妙
な
植
物
、
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
。

ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
は
、
シ
イ
に
寄
生
し
葉
緑
体
を
も
た
な
い
一
年

生
の
種
子
植
物
で
あ
る
。
熱
帯
の
林
内
で
一

m
に
も
な
る
世

界
最
大
の
花
を
咲
か
せ
る
ラ
フ
レ
シ
ア
と
同
じ
く
、
ラ
フ
レ

シ
ア
科
に
属
す
る
。
ラ
フ
レ
シ
ア
科
の
植
物
は
す
べ
て
寄
生

植
物
で
、
栄
養
体
は
糸
状
細
胞
列
で
寄
主
の
根
の
中
に
あ
り
、

植
物
体
が
地
上
に
姿
を
現
す
の
は
花
の
時
期
だ
け
で
あ
る
。

ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
の
花
に
は
花
弁
が
な
く
、
雄
し
べ
が
帽
状
に

な
っ
て
雌
し
べ
を
包
ん
で
い
る
。
咲
き
始
め
た
こ
ろ
に
は
雄

し
べ
が
外
に
出
て
い
る
が
、
後
に
そ
れ
が
脱
落
し
、
雌
し
べ

が
姿
を
現
す
。
写
真
左
側
の
大
き
な
花
は
、
雄
花
期
か
ら
雌

花
期
へ
移
り
変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ち
ょ
う
ど
雄
し
べ

を
脱
ぎ
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
は
、
四
国
、
九
州
の
南
部
か
ら
沖
縄
に
の
み

分
布
す
る
世
界
的
に
も
珍
し
い
植
物
で
あ
り
、
鈴
が
峰
の
指

定
地
は
そ
の
北
限
に
近
い
。
晩
秋
に
シ
イ
の
根
に
沿
っ
て
一

列
に
「
奴
さ
ん
」
が
並
ん
で
い
る
様
は
何
と
も
ほ
ほ
え
ま
し

い
も
の
で
あ
る
。
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

（

蒔

田

明

史

）

文
化
財
調
査
官

鈴
が
峰
の
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
発
生
地

（
徳
島
県
海
部
郡
宍
喰
町
）

表
3
文
化
財
紹
介
◆
小
鹿
田
焼

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
ご
よ
み

◆
鈴
が
峰
の
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
発
生
地
（
徳
島
県
）

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◆
彩
雨

●昭和54年II月26日天然記念物指定

問い合わせ先

宍喰町教育委員会

TEL 08847-6-2027 “
 写真提供：木内和美・宍喰町教育委員会
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昂時尉
I 3う＾文部貧：編集I

1:[1 1 
特集マル

「
サ
ザ
ン
カ
、
サ
ザ
ヽ
，
力
咲
い
た
道
。
た
き
火
だ
、
た
き

火
だ
、
落
ち
葉
た
き
：
・
…
＇
i

だ
れ
し
も
が
子
供
の
こ
ろ
に
歌
っ
た
「
た
き
火
」
の
歌
詞

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
サ
ザ
ン
カ
は
晩
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
開
花
す
る
。
花
の
直
径
は
五
c
m
か
ら
七
c
m
で
、
臼
い
花
弁

を
六
、
七
弁
つ
け
る
。
近
縁
種
で
あ
る
ツ
バ
キ
と
は
、
花
弁

と
雄
し
べ
か
ば
ら
ば
ら
に
散
る
こ
と
な
と
で
区
別
で
き
る
c

ほ
か
に
咲
く
花
の
少
な
い
時
期
に
開
花
す
る
た
め
に
、
庭
木

ゃ
生
け
垣
と
し
て
各
地
で
植
え
ら
れ
て
お
り
、
園
芸
品
種
も

多
＼
作
ら
れ
、
よ
く
親
し
ま
札
て
い
る
植
物
で
あ
る
。

し
か
し
、
サ
サ
ン
カ
の
天
然
分
布
の
北
限
は
、
山
口
県
か

ら
几
州
北
部
に
か
け
て
の
地
域
で
あ
る
。
福
岡
県
と
の
県
境

に
近
い
場
所
に
位
置
す
る
千
石
山
の
南
斜
面
に
は
、
三
h
a
近

い
サ
サ
ン
カ
の
練
林
が
見
ら
れ
る
。
か
つ
て
は
、
ツ
ベ
キ
と

同
し
よ
う
に
種
子
か
ら
油
を
と
っ
て
い
た
た
め
、
大
切
に
保

閥
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
，
．
樹
高
十
数

m
て
、
低
い
位
置

か
ら
枝
か
密
生
し
て
お
り
、
述
く
か
ら
見
る
と
黒
緑
色
の
じ

ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
見
え
る
。
花
の
時
期
に
は
r

そ
こ
に
臼
い
花
か
散
り
ば
め
ら
れ
、
こ
こ
だ
け
は
季
節
に
似

合
わ
ぬ
蔀
や
か
な
雰
囲
気
か
た
だ
よ
っ
て
い
る
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

（

蒔

田

明

史

）

文
化
財
調
査
官

座
淡
会
噛
1
0

マ
ル
チ
メ
i
オ
ア
の
活
用
に
よ
る
高
等
教
育
の
充
実

奇
（
出
席
者
）
久
保
田
文
人
／
開
原
成
允
／
戸
高
敏
之
／
坂
元
昂
令
（
司
会
）
若
松
澄
夫

讐

⑮

2

2

マ

ル

チ

メ

デ

ィ

ア

時

代

と

著

作

権

を

半

田

正

夫

事
例
紹
介
国
9
2
0
東

京

工

業

大

学

に

お

け

る

遠

隔

教

育

の

取

組

書

東

京

工

業

大

学

事

例

紹

介

図

⑮

2

8

立

命

館

大

学

情

報

塞

盤

整

備

の

現

状

と

令

後

舎

立

命

館

大

学

事

例

紹

介

国

魯

戸

海

外

の

大

学

に

お

け

る

マ

ル

チ

メ

デ

ィ

ア

の

活
用
の
状
況
言
放
送
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー

解
説
⑪

3

5

高

等

教

育

に

お

け

る

高

度

情

報

化

へ

の

取
組
に
つ
い
て
令
高
等
教
育
局
企
画
課

眉

◎

4

2

マ

ル

チ

メ

デ

ィ

ア

を

活

用

し

た

ニ

一

世

紀

の

高
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
概
要
）
も
高
等
教
育
局
企
画
課

特
別
記
事
情
報
の
世
紀
へ
向
け
て

学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
創
立
十
周
年
を
期
に

9
4
6
学

術

情

報

セ

ン

タ

ー

創

立

十

周

年

に

あ

た

っ

て

書

猪

瀬

博

@

4

8

学

術

情

報

セ

ン

タ

ー

十

周

年

に

寄

せ

て

含

森

◎

戸

新

た

な

課

題

に

挑

戦

す

る

学

術

情

報

セ

‘

ー
創
立
十
周
年
を
期
に
舎
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

エ
ッ
セ
イ
⑬
2
4
大
学
生
活
の
中
で
の
情
報
教
育
言
荒
木
直
美

昭和32年7月2日天然記念物指定

亘
／
緒
方
信
一
郎

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
ご
よ
み

令
千
石
山
サ
ザ
ン
カ
自
生

北
限
地
帯
（
佐
賀
棗
）

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
令
浅
間
山

6
で
あ
い
。
ふ
れ
あ
い
拳
川
口
能
活

5
6
焦
点
！
文
教
施
策

5
9
お
知
ら
せ

6
0
中
教
審
ニ
ュ
ー
r̂

6
6
ポ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

含
＇
イ
ー
ク
エ
ン
ド
・
サ
ー
ク
ル
活
動
推
進
事
業

6
8
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
文

魯
群
馬
県
令
長
野
県
令
兵
庫
県
命
徳
島
県

7
0
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
誘
座
|
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

命
東
京
芸
術
大
学
今
産
能
大
学

7
2
現
代
ス
ポ
，
＇
ツ
あ
れ
こ
れ

令
ア
マ
。
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
垣
根

参
加
資
格
の
オ
ー
プ
ン
化

-
7
4
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

-

0
京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所

冗
鐙
賞
席
魯
結
成
一

0
0年
記
念

白
馬
会
ー
明
治
洋
画
の
新
風

7
8
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

舎
財
団
法
人
プ
レ
イ
ス
ク
ー
ル
協
会

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
令
次
郎
物
語

8
4
編
集
後
記

表

3
文
化
財
紹
介
命
赤
穂
城
跡

5
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石
山
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ザ
ン
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自
生
北
限
地
帯

（
佐
賀
県
神
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郡
東
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村
）
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特集 を目指し
競技スポーツの振興と国際競技力の向一

応

エ
ッ
セ
イ
南
3
2
私
の
ア
ト
ラ
ン
タ
色
念
豊
田
順
子

室
戸
岬
臣
熱
帯
竺
樹
枯
及
び
海
岸
檀
初
群
落

（
高
知
県
室
戸
市
）

黒
潮
洗
う
室
戸
岬
。
荒
波
や
台
風
の
洗
礼
を
受
け
る
岩
れ
し
ゃ
（

き
地
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
海
岸
植
物
は
生
き
て
い
る
。
灼

熱
の
太
陽
の
も
と
に
咲
く
夏
の
花
も
美
し
い
が
、
こ
こ
の
特

色
は
む
し
ろ
冬
て
あ
る
。
南
国
の
柔
ら
か
な
陽
光
を
浴
び
て
、

―
―
一
月
で
も
シ
オ
ギ
ク
や
ア
ゼ
ト
ウ
ナ
の
花
か
群
れ
咲
い
て

い
る
。シ
オ
ギ
ク
（
写
真
）
は
四
国
東
部
の
海
岸
に
固
有
の
キ
ク

で
あ
る
ー
，
直
径
―
c
m
ほ
ど
の
頭
花
は
、
一
っ
―
つ
を
見
る
と

地
昧
な
の
だ
が
、
二
血
に
群
れ
咲
く
様
は
、
蔚
黄
色
が
目
に

し
み
る
よ
う
で
、
冬
で
あ
る
こ
と
を
一
瞬
忘
れ
さ
せ
る
風
景

で
あ
る
C

室
戸
岬
は
、
海
岸
植
物
群
落
と
そ
の
後
背
地
に
あ
る
亜
熱

帯
性
樹
林
か
一
体
の
も
の
と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
タ
ブ
ノ
キ
や
ス
ダ
ジ
イ
に
裂
わ
れ
た
樹
林
内
は
、

う
っ
そ
う

明
る
い
海
岸
と
は
対
照
的
に
欝
荘
と
し
て
お
り
、
ク
ヮ
ズ
＇
，

1

モ
な
と
亜
熱
帯
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
植
物
か
数
多
く
見
ら

仇
る
。白
波
の
た
つ
岩
場
に
、
シ
オ
キ
ク
や
ア
ザ
ー
」
り
ナ
の
花
が

目
立
つ
よ
う
に
な
る
こ
ろ
に
は
、
新
し
い
年
の
訪
札
ま
で
も

う
あ
と
わ
す
か
で
あ
る
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

（

蒔

田

明

史

）

文
化
財
調
査
官

国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
等
の
早
期
実
現
に
期
待
を
寄
せ
る
隻
江
田
昌
佑

塁
S
I
O

ニ
ー
世
紀
に
向
け
た
競
技
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
展
望

命
（
出
席
者
）
小
掛
照
二
／
小
出
義
雄
／
太
田
意
／
佐
伯
聰
夫
令
祠
全
岡
崎
助
一

論

文

R

四

国

際

競

技

力

向

上

と

ス

ポ

ー

ツ

科

学

ト
ー
タ
ル
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
全
浅
見
俊
雄

0
2
4
諸
外
国
の
強
化
の
現
状

9
木
下
孝
二

⑮
2
8
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
書
河
野
一
郎

事
例
紹
介
I
I
I
R
3
4
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
同
け
て
の
競
技
力
向
上
の
取
組

令
財
団
法
人
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

事
例
紹
介
図
⑮

3
6
L
L
ー

F
Aワ
ー

ル

ド

カ

ッ

プ

フ

ラ

ン

ス

大

会

に

向

け

て

令
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

翡
虐
38夢
は
大
き
く
…
…
令
吉
良
佳
子

⑮
3
9
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
含
中
村
兼
―
―
―

⑮
4
0
ア
ト
ラ
ン
タ
で
得
た
宝
物
魯
置
田
美
子

〇
肛
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
私
令
朝
原
宣
治

鬱

4
2
夢
の
実
現
令
高
山
樹
里

@
4
3
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
て
令
元
渕
幸

R
4
1
ア
ト
ラ
ン
タ
で
の
経
験
含
平
野
雅
人

Q
&
A
0
4
5
競
技
ス
ポ
ー
ツ
振
興
Q
&
A令
体
育
局
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課

特
別
記
事
R
5
2

多
習
ニ
ー
ズ
ヘ
の

関
係
機
関
の
連
携
e

協
力
を
中
心
に

會
生
涯
学
習
局
生
涯
学
習
振
興
課
民
間
教
育
事
業
室

命
埼
玉
県
立

新
座
総
合
技
術
高
等
学
校
（
埼
玉
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
こ
よ
み

奪
室
戸
岬
亜
熱
帯
性
樹
林
及
び

海
岸
植
物
群
落
（
高
知
県
）

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
會
冬
華
・

表

3
文
化
財
紹
介
魯
臼
杵
磨
崖
仏

6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
傘
周
防
正
行

6
0
焦
点
＇
＇
文
教
施
策

6
2
お
知
ら
せ

6
3
刊
行
物
紹
介

6
4
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
6
ポ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

魯
衛
星
通
信
利
用
に
よ
る
公
民
館
等
の

学
習
機
能
高
度
化
推
進
事
業

68
都
道
府
県
発
i
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
J
人

合
北
海
道
令
山
形
県
魯
静
岡
県
令
愛
媛
県

70ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
大
学
の
公
開
罰
座
か
ら

奪
東
京
工
業
大
学
令
豊
橋
技
術
科
学
大
学

7
2
現
代
ス
ボ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

魯
競
技
力
の
向
上
に
対
す
る
地
方
の
取
組

7
3
お
知
ら
せ

74
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

令
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所

7
7
鑑
賞
席
命
九

0
年
代
の
韓
国
美
術
か
ら

等
身
大
の
物
語

7
ぼ
（
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

8
 令

和
歌
山
県
御
坊
市
教
育
委
員
会

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
令
津
軽

8
4
編
築
後
記

面昭和 3年 3月24日天然記念物指定

ノ’
,. 

間い合わせ先

室戸市教音委員会

TEL 08372-2-11 i I 
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1文部時報言T （天然言己念蛉歳時言己～花ごよqj)

事
例
紹
介
困
•
4
8ハ
ワ
イ
の
大
望
遠
鏡♦
国
立
天
文
台

事
例
紹
介
田
•
4
2脳
か
ら
心
へ

高
次
精
神
機
能
の
解
明
に
挑
む
♦
宮
下
保
司

事
例
紹
介
図
•
4
4
熱
帯
林
の
環
境
変
動
と
一
斉
開
花

2
京
都
大
学
生
態
学
研
究
セ
ン
タ
ー

事
例
紹
介
固
•
4
6原
子
レ
ベ
ル
の
表
面
加
工♦
C
O
E
・
大
阪
大
学
超
精
密
加
工
研
究
拠
点

解
説
•
5
0科
学
技
術
基
本
計
画
の
策
定
と

学
術
研
究
の
振
興
●
学
術
国
際
局
学
術
課

ェ
ッ
セ
イ
•
4
0令
と
き
の
子
供
た
ち
と
サ
イ
エ
ン
ス
◆
紺
野
美
沙
子

.36人
文

科

学

の

発

展

に

つ

い

て

奇

合

隼

雄

•
よ
匡
学
連
携
・
協
力
の
意
義
と
令
後
の
課
題
●
大
滝
義
博

.
2
8
若

手

研

究

者

の

育

成

の

た

め

に

●

大

崎

仁

虔
・
2
4
基
礎
研
究
と
社
会
の
発
展
に
つ
い
て

♦
西
田
篤
弘

魯
・
‘
"
•
口
こ
れ
か
ら
の
学
術
研
究
◆
有
馬
朗
人

小
キ乏

隆

日
本
に
春
を
告
げ
る
桜
前
線
。
そ
の
第
一
号
と
な
る
の
が
、

石
垣
島
の
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
で
あ
る
。
平
成
八
年
の
開
花
日
は

一
月
四
日
で
あ
っ
た
。

ひ

カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
は
、
寒
緋
桜
の
意
で
、
名
前
の
と
お
り
一

年
の
う
ち
で
最
も
寒
い
時
期
に
、
濃
い
紅
色
の
花
を
つ
け
る
。

も
と
も
と
中
国
南
部
か
ら
台
湾
に
か
け
て
分
布
し
て
い
る
種

で
、
植
栽
さ
れ
た
も
の
は
各
地
で
見
ら
れ
る
が
、
自
生
し
て

い
る
の
は
我
が
国
で
は
石
垣
島
北
部
の
荒
川
沿
い
だ
け
で
あ

る
。
荒
川
は
、
沖
縄
県
最
高
峰
の
於
茂
登
山
系
（
海
抜
五
二

五
m

)

に
源
を
発
す
る
小
河
川
で
、
フ
カ
ノ
キ
や
木
生
シ
ダ

な
ど
亜
熱
帯
特
有
の
渓
谷
植
生
の
な
か
に
、
約
三

0
0
本
の

カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
が
点
在
し
て
い
る
。

日
本
に
自
生
す
る
サ
ク
ラ
の
原
種
は
一

0
種
。
そ
れ
ら
が

つ
く

自
然
交
配
し
、
ま
た
人
工
的
に
創
り
出
さ
れ
て
、
現
在
は
三

0
0種
類
を
超
え
る
品
種
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
全
国
で
三

八
件
が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ

を
皮
切
り
に
‘
―
二
月
に
開
花
す
る
群
馬
県
三
波
川
の
フ
ユ

ザ
ク
ラ
に
至
る
ま
で
、
日
本
各
地
で
多
く
の
人
の
目
を
楽
し

ま

せ

て

く

れ

て

い

る

。

．

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

文
化
財
調
査
官

蒔
田
明
史
）

6

平
成
九
年
年
頭
の
所
感
♦
文
部
大
臣

間
学
術
の
振
興
と
社
会
の
発
展

羹
ム
●
召
学
術
の
振
興
と
社
会
の
発
展

♦

（
出
席
者
）
鈴
木
昭
憲
／
松
本
和
子
／
小
野
田
武
／
鳥
井
弘
之
●
（
司
会
）
坂
本
幸
一

訃

t

ジ

ダ

笠

2

9
ふ

I

あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

♦

金
沢
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
（石川県）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
こ
よ
み

◆
荒
川
の
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
自
生
地
（
沖
縄
県
）

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ

♦

色
絵
金
銀
彩
羊
歯
文
八
角
飾
箱

表
3
文
化
財
紹
介
♦

大
羞
1寺
云
4垂
宮
の
鬼
夜

I
O
で
あ
い
•
ふ
れ
あ
い

♦

春
風
亭
柳
昇

5
4
焦
点
ー
文
教
施
策

6
0
お
知
ら
せ

“
刊
行
物
紹
介

6
2
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
6
ボ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

●
学
社
融
合
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

6
8
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
↓
人

◆
愛
知
県
●
福
井
県
●
和
歌
山
県
・
大
分
県

7
0
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

•
東
京
商
船
大
学
●
京
都
大
学

7
2
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成

7
4
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
東
北
大
学
流
体
科
学
研
究
所

7
7
鑑
賞
席
●
興
福
寺
国
宝
展

7
8
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

●
岐
阜
県
和
良
村
教
育
委
員
会

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
●
福
翁
自
伝

8
4
編
集
後
記

荒
川
の
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
自
生
地

（
沖
縄
県
石
垣
市
）

●昭和47年5月15日天然記念物指定

’
 

問い合わせ先

石垣市教育委員会

TEL 09808-3 -0355 

写真提供：沖縄県教育委員会文化課・石垣市教育委員会
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Q
&
A
•
4
7就
職
に
関
す
る
Q
&
A

事
例
紹
介
固•
3
0新
規
学
卒
者
採
用
の
新
た
な
試
み

♦

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

事
例
紹
介
団•
3
3ア
ル
バ
イ
ト
活
動
か
ら
見
た
学
生
像
の
変
遷

♦

株
式
会
社
高
島
屋
京
都
店

解
説
・
資
料•
3
6
学
生
生
活
の
現
状
及
び
学
生
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

♦

高
等
教
育
局
学
生
課

事
例
紹
介
図
•
2
7学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

●
徳
山
明

事
例
紹
介

B
.
2
4
育
ち
直
し
の
場
と
し
て
の
学
生
相
談
室

♦

東
京
都
立
大
学

5
 

論
文
•
2
0大
学
改
革
と
学
生
◆
辰
村
吉
康

（天然言己念拗歳時言己～花ごよみ）

〈
ひ
と
は
い
さ
心
も
し
ら
ず
ふ
る
さ
と
は

花
ぞ
む
か
し
の
か
に
に
ほ
ひ
け
る
〉

古
米
、
我
が
国
で
は
、
花
と
は
ウ
メ
の
花
を
指
す
言
葉
で

あ
っ
た
。
原
産
地
中
国
か
ら
、
中
国
文
化
と
と
も
に
、
薬
木

と
し
て

H
本
に
伝
わ
っ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
貴
族

が
”
み
や
ぴ
“
を
学
ぶ
教
材
と
し
て
大
切
に
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ウ
メ
は
五
件
。
そ
の
多

く
は
、
地
面
に
つ
い
た
枝
か
ら
発
根
し
、
そ
れ
が
新
た
な
幹

に
な
る
と
い
う
「
伏
条
更
新
」
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

湯
ノ
宮
の
座
論
梅
も
、
も
と
も
と
は
一
本
の
木
で
あ
っ
た
が
、

長
い
年
月
を
経
て
、
現
在
で
は
約
二

0
a
に
わ
た
る
梅
林
と

な
っ
て
い
る
。
座
論
梅
の
名
は
、
う
ね
う
ね
と
広
が
る
枝
の

ひ
ざ

様
子
を
、
人
が
膝
を
つ
き
あ
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
見
立
て

た
も
の
だ
と
い
う
説
や
、
江
戸
時
代
に
梅
林
の
所
有
椛
争
い

が
起
こ
り
、
こ
の
地
で
論
職
を
し
た
こ
と
か
ら
名
が
つ
い
た

と
い
う
説
が
あ
る
。

春
の
訪
れ
の
早
い
こ
の
地
で
は
、
二
月
―
一
日
こ
ろ
に
盛

大
に
梅
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
数
年
前
の
台
風
で
被
害
を
受
け

た
が
、
現
在
回
復
の
た
め
の
保
護
措
置
が
図
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
長
く
そ
の
優
雅
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

座
談
会•
I
O学
生
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
と

大
学
改
革
の
動
向

◆
（
出
席
者
）
武
藤
輝
一
／
高
鳥
正
夫
／
蟻
川
芳
子
／
永
井
順
國
／
●
（
司
会
）
櫻
井
清

巻頭言●
8

実
り
の
あ
る
学
生
生
活
の
た
め
に
●
金
森
順
次
郎

学
校
（
青
森
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
ご
よ
み

●
湯
ノ
宮
の
座
論
梅
（
宮
崎
県
）

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
●
伏
見
の
茶
亭

表
3

文
化
財
紹
介
•
高
山
陣
屋
跡

6

で
あ
い
•
ふ
れ
あ
い
●
佐
藤
し
の
ぶ

4
9
焦
点
—
文
教
施
策

5
2
お
知
ら
せ

5
4
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

57
刊
行
物
紹
介

58霞
が
関
ト
ピ
ッ
ク
ス

6
0
ボ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
向
け
て

62
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
↓
人

♦

宮
城
県
♦

栃
木
県
◆
佐
賀
県
♦

熊
本
県

64ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

◆
旭
川
医
科
大
学
●
奈
良
女
子
大
学

66
現
代
ろ
ホ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

♦

オ
リ
ン
ピ
之
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

6
8
科
学
は
い
ま
ー
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

•
東
京
大
学
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
所

戸
鑑
賞
席
●
「
萬
鐵
五
郎
」
展

72ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

♦

佐
賀
県
北
山
少
年
自
然
の
家

74海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
●
伊
豆
の
踊
子

84編
集
後
記

イラスト／内部敬生・須田博行・室井さと子
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集
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湯
ノ
宮
の
座
論
梅
（
宮
崎
県
新
富
町
）

●昭和10年 12月24日天然記念物指定
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問い合わせ先

新富町教育委員会

TEL 0983-33-1111 

写真提供；新富町教育委員会



1文部時報こ5
（
文
化
庁
文
化
財
保
誤
部
記
念
物
課

文
化
財
調
査
官

|
~
1

、aヽ
v

成完場劇立国新集特

.
3
2
新
国
立
劇
場
の
設
計
意
図
◆
柳
澤
孝
彦

.26
新
国
立
劇
場
と
胎
動
す
る
地
方
劇
場
群
◆
永
曽
信
夫

.
2
5
新
国
立
劇
場
へ
の
期
待
◆
森
英
恵

随
想
●

20

夢
が
叶
う
こ
と
を
信
じ
て
◆
加
戸
守
行

巻
頭
言
●

8

新
国
立
劇
場
の
竣
工
に
当
た
っ
て
◆
三
浦
朱
門

82読
者
か
ら
の
た
よ
り

早
春
三
月
下
旬
、
シ
デ
コ
プ
シ
は
冬
枯
れ
の
山
里
に
う
す

紅
色
の
花
を
咲
か
せ
る
。
蕗
葉
性
の
小
高
木
で
、
多
数
の
花

弁
が
ね
じ
れ
て
垂
れ
下
が
っ
た
様
子
が
し
め
縄
な
ど
に
つ
け

る
シ
デ
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
シ
デ
コ
プ
シ
の
名
が
つ
い
た

と
い
う
。

モ
ク
レ
ン
科
に
屈
す
る
こ
の
植
物
は
、
祉
界
中
で
、
愛
知
・

岐
阜
・
三
諏
の
三
県
に
し
か
分
布
し
な
い
。
そ
の
自
生
地
は
、

＜

た

い

丘
陵
地
に
あ
る
低
湿
地
で
、
岩
屑
や
レ
キ
の
堆
積
し
た
層
か

ら
地
下
水
が
し
み
出
て
く
る
よ
う
な
場
所
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
場
所
に
は
、
シ
デ
コ
プ
シ
の
ほ
か
に
も
、
ヒ
ト
ツ
バ
タ

ゴ
や
ナ
ガ
バ
ノ
イ
シ
モ
チ
ソ
ウ
、
ハ
ナ
ノ
キ
な
ど
、
こ
の
地

域
に
分
布
の
限
ら
れ
て
い
る
植
物
は
多
い
。
こ
れ
ら
の
植
物

群
は
、
東
湘
丘
陵
要
索
と
呼
ば
れ
、
氷
河
時
代
の
生
き
残
り

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
人
里
近
く
の
あ
り
ふ
れ
た
雑

木
林
で
あ
る
が
、
植
物
地
理
学
的
に
み
て
大
変
注
目
さ
れ
る

地
域
な
の
で
あ
る
。
‘

我
々
の
生
活
に
最
も
近
い
存
在
で
あ
っ
た
雑
木
林
も
最
近

は
ど
ん
ど
ん
と
姿
を
消
し
、
身
近
な
自
然
に
接
す
る
機
会
が

滅
っ
て
い
る
。
た
ま
に
は
、
身
の
周
り
の
自
然
に
目
を
向
け
、

私
た
ち
と
共
に
生
き
て
い
る
生
き
物
た
ち
の
こ
と
も
考
え
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

蒔
田
明
史
）

座
談
会•
I
O新
国
立
劇
場
の
竣
工
を
迎
え
て

♦
（
出
席
者
）
吉
武
泰
水
／
遠
山
一
行
／
吉
井
澄
雄
／
―
-
＿
輝
容
子
／
西
澤
敬

l
♦
（
司
会
）
霜
鳥
秋
則

ェ
ッ
セ
イ•
2
4聴
衆
も
含
め
た
総
合
芸
術
の
殿
堂
に
♦
青
野
照
市

施
設
紹
介
•
2
8新
国
立
劇
場
探
訪

◆
野
田
秀
樹
／
高
橋
薫
子
／
佐
々
木
想
美
◆
（
案
内
）
箭
内
剛

.
3
6
新
国
立
劇
場
の
概
要

♦
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
新
国
立
劇
場
準
備
室

事
業
紹
介
●

42
財
団
法
人
新
国
立
劇
場
運
営
財
団

活

動

内

容

紹

介

◆

財

団

法

人

新

国

立

劇

場

運

営

財

団

関
連
施
設
紹
介•
4
6東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
の

文
化
施
設
に
つ
い
て
：
界
ヘ
ラ
シ
テ
ィ
ア
ー
ツ
株
式
会
社

I

あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

｀
♦下
館
市
立
下
館
中
学
校
（
茨
城
県
）

`

}

4

天
然
記
念
物
歳
時
記
ー
花
ご
よ
み

lゞ
,
9
[
,

乏

♦

椛
の
シ
デ
コ
ブ
シ
自
生
地
（
愛
知
県
）

”""い表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ

ヵ[
、
ス
、
い
♦

雪
柳
と
海
芋
に
波
欺
の
壺

ぐ
只
表

3
文
化
財
紹
介
◆
四
日
市
旧
港
港
湾
施
設

6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
●
松
岡
修
造

48焦
点
l
文
教
施
策

5
4
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

64ボ
イ
ン
ト
生
涯
学
習

♦

放
送
大
学
の
全
国
化

66
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

二
目
森
県
♦

秋
田
県
よ
空
甫
示
♦

沖
縄
県

68
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

◆
三
重
大
学
◆
芝
浦
工
業
大
学

70
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

♦

国
民
体
育
大
会

ス
ポ
ー
ツ
の
文
化
装
置
と
し
て
の
機
能

72
科
学
は
い
ま
|
理
工
系
へ
の
い
ざ
な
い

♦

東
北
大
学
電
気
通
信
研
究
所

7
5鑑賞
席
♦

モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
父

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
展

76ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

♦

国
立
山
口
徳
地
少
年
自
然
の
家

78海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
0文
学
の
ふ
る
さ
と
♦

抒
情
小
曲
集

82お
知
ら
せ

84編
集
後
記

問い合わせ先

渥美町郷土資料館

TEL 05313-3-1127 

椛
の
シ
デ
コ
ブ
シ
自
生
地

（
愛
知
県
渥
美
町
）

R昭和45年6月19日天然記念物指定

写巽提供：愛知県教育委員会
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	文部時報 シリーズ 天然記念物歳時記（第1～24回）
	【平成7年度】
	〔1420号01〕 三春滝ザクラ（福島県）
	〔1421号02〕 杉沢の沢スギ（富山県）
	〔1422号03〕 標津湿原（北海道）
	〔1423号04〕 月山（山形県）
	〔1424号05〕 吹割渓ならびに吹割瀑（群馬県）
	〔1425号06〕 高瀬渓谷の噴湯丘と球状石灰石（長野県）
	〔1426号07〕 蒲生のクス（鹿児島県）
	〔1427号08〕 丹那断層（静岡県）
	〔1428号09〕 下北半島のサルおよびサル生息北限地（青森県）
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	〔1431号12〕 土佐のオナガドリ（高知県）

	【平成8年度】
	〔1432号13〕 エヒメアヤメ自生南限地帯（愛媛県ほか）
	〔1433号14〕 滝前不動のフジ（宮城県）
	〔1434号15〕 コウシンソウ自生地（栃木県）
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	〔1436号17〕 ハマナス自生南限地帯（茨城県ほか）
	〔1438号18〕 赤井谷地沼野植物群落（福島県）
	〔1439号19〕 鈴が峰のヤッコソウ発生地（徳島県）
	〔1440号20〕 千石山サザンカ自生北限地帯（佐賀県）
	〔1441号21〕 室戸岬亜熱帯性樹林及び海岸植物群落（高知県）
	〔1442号22〕 荒川のカンヒザクラ自生地（沖縄県）
	〔1443号23〕 湯ノ宮の座論梅（宮崎県）
	〔1444号24〕 椛のシデコブシ自生地（愛知県）





